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秋間市町遺跡_.大密集地般の一つ‘ 四ツ小~小問地にJ;いて。文化財保認の立場から

開発に対処してすでに8年を経過した.

師前j半の6年問lは1下樋遺跡の2調司1査E包.そしてt後量半の2年悶{は1そのI術hに白隙草楼する埼綬覧ノ上i澄宣跡

内澗1恋宝て

遺制の状慾カか.均5年次以F降草tは主.遺跡の分布とその範闘確認方式に切替え.ζの2周遊方法

を板/上にも採用して純:tiを行なった。

したがって.遺跡内完全re援には至っていないが.保護を前後として考えた場合.ま

ことに意義深い調査て'あ勺たことは申すまでもない。

調j!f.の実施にあたっては，国.県.r硝係機関向指滞緩助をはじめ.各大学，高校.地

元関係者.土地所有者等多〈のかたがたの積極的なJ協力をいただき深〈感謝申しあげ

るしだいである.

長期間にわたった純益向指導.また.本線告書をまとめるにあたって執筆くださった

調護員のかたがたに対L.深甚の意を表するものである.

毎年縦報をもって調資報告してきたところであるが.ζ何日間資的最終年次にあたって.

これまでの調査を純泉を集大成したのが本報告書である.これが文化財保識のため，さら

には研究資料と Lて.広〈活用されることを念願する ものである.

昭和51年3月

秋関市教育長佐 藤 博 之



例 首

l 本魯は秋田市凶ツ小屋小州地臼所作寸る F~邑 坂ノ J:.il!跡的Jgt蔵文化財発j囲網査の鍬fSi て・ある.

2 rl1j:遺物の懸峨I孟社会教育課mlI(j貴行が行ない.県立金足農品向校社会部員司協力を得た.
3 縄敏写真町獲影 ・実測凶草の111成1:1膏1直後行が主に行ない.次伺諸民的凶力を得た.S押#時.

五ト嵐芳E且 鍋倉勝夫.f世々 木4駐車.#;阻大学騒史信究*.11<111・-跡E担調益事務所.

4 '軒高の作成にあた吻県立問物館前標章崎氏から指導助言を得た.

5 下司E遺勝第((1:鼠鏑4節については.日本町司骨学会で発-&喜代た削山大学笠原安夫教授の要旨

を利用させていただも、た.

6 下j晶遭跡郷田寧，第5O1iについてI;llnll猿科大学4事本光郎教般よ リ1胤悩をいたどいた.

7 ~守質については県立博物館Þ.t辺康氏から助言を得た.

8 本告の編集I~秋制峨跡発郷調盗事務局伺協力を得て骨原俊行がめた 勺 た.

9 雌偏執筆者 {五十音順}

五十!i.芳郎.石濁陶磁 大正健制J.庄内昭男.庄内公子.骨崎正fを行.lJr聖書的.中島t-生.
鍋倉野夫.日野 丸.

文1{ 秋田市教育委員合.

10 発機鱒避による出土遺物， 災訓r.lI.写A. そ町他同記鈴1;1秋制市政育委員会が保管する.
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下堤遺跡発掘調査報告

第I箪調査の概況

節1節遺跡の発見から第2次調査まで

下堤i量制li.軟岡市悶ツ小屋小問地平下』是に所re1.... j也記町人速に土骨量.石器片専の散布する所

として知られていたが地跡として1;1.昭有142平.闘鉄総員て寸祉問考古学協会員.五十胤芳郎氏によ

って発見された.I司年8月.秋聞大学.:iLiE大学学生等が問』也を路悲した際，庭造り等的土等，)的

行なわれた場所かち土持片.石器とともに石闘いの炉が発見された円である。その後，土地所前者

で1，る秋側土地開発保式会社と連絡をとり。遺跡j){破綾きれないように協会員炉時々.現地を視察

1....昭'11143'1'9月?土地所宥者の承諾をf持て1il1次の尭熔純資を突締L.第1.第2号住居跡を倹

IIJしたのである.10舟にr!.下堤i古跡的古地内他に.ニの周辺的台地も宅地化されるおそれがある

というニとから.周辺ー帝を踏査し.その結集.昭和37年内時点で2混跡しか傭認されてないこの

地域で約10ヵ所内遺跡が械認さ tl， うち数カ所内遺跡I~磯織の進んでいる所もあった. そこでわれ

われは. これらの遭跡を将来.総合割査する必袈があると判断1....般初に下堤遺跡を完砲すること

を第一の目標としたのである.そして明相44i1'8月14日-20日まで'1'12次純資を央総した。この鵡

査には.ili内向校生.大学生等のm幼が1，'Hf15号住居跡まで確犯している。

1112節 1I!3次調査~第4次調査

m3次測:rt 昭初45'1'7月25日-31日

第4次絢11: 昭和.J6年8Fl14日-23日

第3次潟'Itかり.秋岡市殺有安員会が事業主体となリ，秋聞考古学絡会と共向で.拘束を実絡し

た.この潟査では第10号住居跡まで確認し吹上パターン的縁組を示す魔獲のある住居紘県内で

は初めての三角形土製品等がJ出土し 諸々の問題点を従示した.

"'4次調:l'J#.述Hの溺て悩まされた調査('.住居跡は第17号住帰跡まで修越しヲラスコ状ピ

ットむ 4カ所に榊え。特に第13号住居筋肉的フラスコ状ピッ トの約割)om的所かりは.悌子が約501.立

ほど綾出された. ニのピ y ト I~絹当証期間的関係で第 5 次総査で光婚することにした.

1113節 115次聞董-116次同盟E

議5次部資 総和47年7fl23日-8月58

'1'16次調査 昭初48年7月I8 -31日

J二町調弦かり滋跡的土地所帯者I!東京町坂本総君臨綜式全社に変わり.台地的開発計画がi革めらtt

ていると内事であった.われわれは，今まで下堤遺跡，完全発織的方向を変え.二れまで4年次に
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わたる調査をもとに，今年かん.この約121闘にJI<

よ古地に存在する遺跡の総凶を蛾認する潤慌をE尾

崎することにした。古地金体に40mx.IOm (大7

'J.y nを説定L.今まで純資Lたグリ νr.4 
m x 4 m (小グリ ッド}が，二円精貨のため設定

した大グリ y ドに 100傭入るようにしたのである.

務識は過去の調荘内量点(悶i重から遭路に向う東

西に走る道絡が.遺跡中心地でT字になる.そ町

北隅)とし それを東西線内部準線として大き〈

5J寵区 {尚tnN地区(北lRI)と分けて呼ぴ.そ

れそ・礼的地区で植立させてれ駄をつけた.

すなわち.s地区では大グリ ッドS1 -46まで.

I J 11 ! J ! 

". '叫 出F

ityh 許4・

M・ S・ I dd~ρτπττ "， 

(-2図 グリヴドの名品:

N地区ではN1-51までであるパ 1-1図}ニれらの大グ1)....ド町中に設けた小グリ γドの呼び1j

は南北を J-10.東西をA-Jに分け.その組み合せて'呼ぶこととした.和jえ11S1 A 1と呼んだ

場合.S 11主大グ"':tドで.A 11~'1、グ l' ....ドをあらわす.これらの小グり ッドを全部発掘するこ

とJi.こ向調盗目的とかならずLもー歎しないので.この発磁調謙11，J、グリ ッドの東海隅2mx2

mとL.そilを完全に錨リあげ.，量f茸遺物的有無を確認L.その地舟断面的実測と.遺憾のあった

地合その実測を行なうこととして湖疫をした.ただS地区.N地区。 3ヵ所ずつ拡強区を設け住居

跡. 土検等を確iIlした. それと.割l 4 次調査で検出した.司113号住，~・跡内のフラスコ状ピット向精

査をL.7月25日に総リ始的.26日にピ yト内にiS温度計を入れて観察.29自に会極的に話題とな

ったタデ科織物的敏子が出土し.31日には.:.同様子は発3fしたのである.ニ内側廷で.下蝿iIJ跡

最初の土鱒絵居跡.縄文時代中期末業内住居跡が砿認された.その結果.今まで下縫遺跡と時んで

きた地区をA.中期末lr1のi主厄a療が見つかった地区をB.古代の伎崎勝のある地区をCとしこれ
らを総称して下ぬ透跡と呼ょことにした. (1-3殴)

第6次調査では.第l次~第4次E時発と第5次副司楽町遺跡範囲Ail認を主体とした調査によって犯

慢された.A・B.Cの岳'10.，7の台地における遺跡的あリ方と保議対策をより明郁化L.jlU娠
の~闘を具体.ftするため. 各ブ0 ヮ タの予定1される遺跡の外郭部織に.巾5(k:mの F レ ンチを車樋に

合計8ヨド，南北10本を入れ.遺憾の確認を行なった.遺構内確認は.各ト レンチ町中で発見された

遺織を命的白に詳細に記録してい〈もので.A・7'0刊については"馳・のトレンチで確認してい

る渇備を目安に，各トレンチ閃を5()cm四方向r.1揃て:'13∞耐の蘭織にわたりポーリング創廷をL.そ

の深i査で探索してい〈という仕方であるが.特に漬術円存在が予f撃される漂い信分について.その

方向がわかる所は.その方向をも示す記号 ~ !を用いる方法をとった。その他. トレンチとポーリ

ング自周遊で燦紫した地区内中でAプロッ73ヵ所.Bプロy71カ所を発娠し.住居時.フラスコ

- 3-
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状ピットを調査した" c プ0." グについてはマ It\~売JUIIi \l等阿部úで側代でさなか。ι

第11# 遺跡の立地と環境
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'匹，.過飾的位置

下堤週跡I~ t大岡市l叫 r 小国').I"'IJ也'(:下堤にある . すなれち 枕11101;かり向i且13号線を出下L.織

111部品を過ぎると二武絡がJ切る.そこから有司18.遣に入リ内へ 1~I柵ほど入ると. 秋日JcliU7地を

ヘTでb るi!i ~~有地{末flf~) g):.tJ仰・mる.本遺跡l;jこの台地利止細書1;にあり‘輿羽本線l処1'1小!I!
IlJ ') ~t車約 1 1m. 秋 18'Ii'I '.，・r.1Iょ')車i制約7""，二位置し(IJ 1 (引..f:遺跡的南約 l誹聞にf!" 

'f'UW滞を発する岩見川と興"')山最に猟を聾する雄物川と町{Nsl点Vある fト萌I-9.付近丹i. I~倒.

開ツ小曜専再集落か九01("台を々が拘るt.かな1)平慣な古絶τ，、る
ニ拘束戸台一命t;j畑地としてf.!JIIされているが.遺跡的位置4品付返 t下堤台熔口敏年前から

電場と 1むし不動産会社によるJ~I!W，帽が進hられている.

1112鶴自然的環境

(1) 岩見川混墳の地形 ・地慣概要

秋田千野南東邸にtH:β岡山ー 150m 拘丘陵維が発注Lτぉ・1 . ニIlH終止で~には太平山を中心

とする 1.明)()m前後町IIJ地.H.it. I!珂辺 由利両沼町境をなす置)()-400on肉{此い山地があり。11ti

がζれらの丘僚を切って胡tIlる織物川とそ町主流岩見川沿いに分市している.織物川沿いて"I!ilIIiN.

-6-



町内慨に段丘がとびとぴに分布しているが.一方.そ肉支流岩見川沿いではま乾物川との骨流点近〈

から内陸部内岩見三内にかけて. 符にtr.~に階段状に段丘がか>jり i車統的に分布 し ている (11-2 

f<!I).秋朗平野間辺で1;1:織物)11.岩見川沿い以外にIj.秋副市街地北東の手形付近からJ芭川上流沿い

に滋干の段丘がみら札る町みで (11-3図)秋悶平野町大部分li沖検低地で占めら丸ている.

お見川流践は第3糸町tt絞的緩い僧刷構造的地域に大部分が含まれ.末戸台周辺を除けば.相聞

北東町南側Hi丘を巡る北北西一一南南東方向的輸をもっ.いわゆる和問向斜盆池町中に入ふ(11-

4図).向斜町中(..gsには.上部鮮新統鋪川稽に対比宰れる池婦が分布し西側に次第に古い地婦が

:Jlて.告側む砂岩から直結μ移行する.一方.)j(戸古付近はほぼ南北方向円苛斜舗に当り，中部中

新統i<:)11)昔まで2官邸している.lIJ凶盆地から北東へ.太平山婚に向のて古川層などをまtて下邸中新

統門前層まで出ており.太平山地内先第3系花鴎告に断層で接しているの太平山地か九揃西淀して

最た岩見川はニれら町偽造を慣切って流れている.

. 制 l掬 閣 制酬

冨 刷川 図 ぶl'，伺
臨 抑制 臼 沖 愉i附

図 締約蜘 口 紛耐

鉱炉"地点自信、;

/ 

11-2図 雄粉川下流都および岩見川沿踏の段丘而分布 (内磁博夫原白)

(2)末戸台周辺白地形・地質

末戸古付近的地形を大別する と . 和凶丘陵と ~ミ戸古古地に分けられる. 和問丘鍛11平組側をあま

り持たない.しかL.定高性をf、.hた際高60-150mのかなり開析を受けた老年期1意形を示L.地

- 7-



園 都1段丘向

園事2段刷

困窮3附耐
第4段丘副

都S段丘耐f

都6'1丘面1

臼 i令縦割
口 斜面i

凶

)

布

図

A7

原

磁

央

丘

博

段

臓
の

内

辺

{

周
.
山形手図

今
、
u

n
u
 

fll1第3系鮮新続に属する青色砂貿シ

Jレト お {笹側層)と務灰色塊状泥岩{夫

徳寺層)，それに中新統に属する暗灰色

lA岩(脅nlllJ苗)などからな今ている.

また，この丘陵町Ik時均的笹官、度をみ

ると， ω-8()/kntが仏くみられるL.
起伏最も50-Iω/kIfと小れど

末戸古台地は緑内，25-50m強で.そ

の表面11大変平総である.この台地に

は和倒丘僚と按Lて， 4!:i:1宜的段丘を織

別できる.これらは内藤弘区制・らす

ると.上位から際部45-50m強内情合

f~丘(GtlI'面1.刷伽強の上野繍
丘 I(Gtll簡).I.~高35m強向上野古fJt

丘11.線高25m強町家宅崎段丘 (GtUl

組}の4段に分けられよう(1I-5，

6 tl!I).以下，~.段丘函都にみてい< .

① 繕台段丘

岩見川宿滞米戸台古地で1145・・50m

強のI車問をもっ.いh噛る鰭古耐をそ

の堆械甑とする111古層が.厚いI!I:(最

日-4図段 丘分 類 (内藤博夫原凶}

按議衝と偲刷機i量 点線1:太平山周辺町花隊岩分布地域
界.秋阻県鉱務型車(1957)によ る.

ti-R; 

• 

構

-
11-5図地形 断 面
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⑧ 

日-6131段丘

大後10崎前t量) ー砂 ・紡土町互膳で揚成されている.ただ鵜底高度はわからない.結納11最上部に

1 -2 川町銀色町粕土質火山灰層があ~，次に喫 ・ 砂 柿止の互濁で，砂喋の部分ではしばしばク

ロス・ラミナ(斜交業現)がみらit，砂土あ晶いはシルトli水平な納lぃj菌理をなす二 とが~ぃ. 婚

原をみると.健層Iまうすし砂 ・粕土層が厚い。その下郎li第3系的iJr!.岩(給川婿}や砂質ンルト

(笹岡層}とな今ている.

② 上野台段丘 I

末戸古古泡て'111台段丘町疎開1に鰻高40m~.虫でついている段副九 上野台段丘 I と呼ばれている:
表層的1-2mの粘土質火山灰層を除〈と。段丘恥積物は最大筏却-3Oc・町嘆を含む昭島層であり.

厚 ~Ij5 m科治でその下部は1113;V，ミとなっている.下堤遺跡li，，二向上tf古段丘Iに位置する.

@ 上野台段丘日

東戸古古地では上野古段丘Iとの比高が5m強である.段丘3射貨物的岩栂1:1上野台段丘Iとほぼ

-9-



同様で.場僚は5m前後で“-内轟によれば， 厚い礎輔町下編11Ifif1l11に当たるとLτいる:

@ 宝 電崎 段 丘

AI戸台台地町1し織の:î:曜時付近に分布し.他内政丘との関係を市'm: とさせる。 4苦~20m 前後であ

る.IJt Jr. jjlrf.品物のE主宰Ij約8mでl:iIIlIm前後11砂混リシル ト.以ドは砂I1J/J面で砂の!tい部分と硯1
伺Jぃ郎分とが綱理をなす.明Il般大lJ.l5cm弱で上野台 1・11"2'丘町段任時聖廟に比べて小さい.晶

" tl:には5()::.以下町泥岩の塊が点目Eする.内蔵によiU::基鎗11陽台婦の砂層であリ.不聴会曲IlU

ぽ車平でゐるとLている.ニIlに対It宰れうる段丘およびそれよ'):li干低い段丘が援物川沿いで発
廷が.t、、.

I!S節周辺の遺書'

(1 ) 小問地古耳慣惇

秋岡市四ッ小属小問地字城ノド22

古噴発見向正継な日時1;1不明で品る.遺物内出土は.鉄道IUt工事担ぴ四ツ小屋駅敬地IJt主主や

肉眼.土取。作輩中で.奥羽飢相聞鋭、依岡駅間的開通が明治36年.開 Y小屋駅再開婁が大jf6

~8 1lで品るからニIIに hた今ている. 役者については.種革匝守 一ー民的'車t亀万に長行る奈良時

代のー墳墓J(人癒学雑誌節13t4号大疋11竿)に破損f量的状惣が述べられているノ先年四ッ'1、嵐停

車鳴修築の為め.之を崩して土をi!ぴ去り Lを以って.令Il原形的):1停を失へ1).而して漬物1;1.そ

のエボ中に発見ぜられしも同とす.取制されL断aについてその断耐を見るに表面3.4尺ばかり
の腐蝕ニヒ}符Iこ心土をなす枯土fIIを概へり，取崩工事11.土工の平によ勺て行なわれしを以勺て温
崎町的んどすべては無意換に峨峨し告られしも.武藤氏 1;1当時官l~せられこと あ 1).宰い余町:A!礎

的帰.その断法的ー穏に遺跡的片似を示すものを看取するζ と得しを以て之を記事んに図に耶す蜘

(. 1:遥せる表土が径l尺S寸且歪3尺.標き3尺余の粘土婦に!f.てる!!穴を峨むを見る.施して

そ向重量穴中町1II土を見るに本焼事量的揚々に散在せるあ 1).縄文式土留破片亦央滋せ1)(D-7悶}

-武藤氏1;1遺物内殆んどすべてが.こ町竪穴式遺跡よ')発見せらし ものなることを績えられた

1) J 

/Jl土遺物

Iq~鈍・ー径 2 寸3 分 自銅.¥1 .・ 氏自画一郎議内区双蟻双車外民晶子地主E形唐草文

明治7'"10月 ， 奈良興偏字企~.A弥2直下尭見の八花続と全〈同じもので.小阿地発見的 ιのが附

佳品.文正倉庫E鯨絡にζ師陣.検1>1). 

1)袈具・・・柄頭.精面L金具、鍔.…車11大学.

刀身…現在量 1尺 茎長4寸4分.ー・武庫一郎産

刀身・ー 残片4i画 ...三浦久官蔵

周l'!'η ー金長2尺I寸6分.納長4寸4分. 一古四王神社議

一10-



Il芹"・2鏑.長径5・r・rlJ2・t5分.ー武麗-1$議

潟県・鉄製.轡残片 ー武藤一郎荷量

的 li・白色石英製.民1寸 l分

IIIJL・・白色右英裂，長l寸2分

日武藤-'Us詰E

...武藤~自sii

¥':l' .li.. 緑色蛇紋石~. 長 7 分余. 也 3 分.…武藤一郎荷量

管五一緑色蛇紋石製.長6分合.t量Z分6!夏，…武蔵一郎議

管玉・ー虫色蛇紋石軍司.長8分.径4分.・・・武藤-1$疎

九五…稽嶋色設早耳慣.径3分. -・・武面ji-P思議

L器・ 1ップ~. 高3寸 2 分.怪 2 寸 5 分. …武蔵ー自臨海

上器ー品庇.Z耳6寸.径3寸8分5嵯，…三i噂久吉議

(2)小問地23遺蹟

秋田市凶ツfJ、島小1'/地字紙ノ 下23

ζの遺跡は.も ともと小阿

旭古酬 のあった台則 ニに所 信

在したと考えられるが.徹遣

さE訟のための土取1).職情的

宅地化で段丘の一部が鯛q取

ら代長い間に呼々に舷脱され

ていた.現在.敏併の家がl!

勺ておけ.家的建築円際にも暗い/!¥土帽を

両陣リ.多量的遺物が出土したというニとで

ゐる.

昭如43-年9月.笹倉・4二吸うていた遺物包

宮地付近で.ショベルロ-?'fJ'動き回勺て

いる町を発見し.遺跡的破明金傭;tt.した.

新築す品ため町北取の で.作彼闘にill勝て'

品 る ことを話L . 上地所平ì~I~*穏を得て.

9 H27日-30日.10月5日-6日に調.1lを

実‘ιた.僅か草加ずの調Jf.に過SFなかうた
が.Os 5層'"色土 (0-81:'4)問中間.現

地a面会・ι1mSOc・町節分から.fJ・な')~ま

11-7図

J，令
I+tII政色丸稽

抗的aL駒

11-8閃

. ，崎色lltf
V 句、色S榊

明 解尚也1.桐

とま勺と遺物が出土した.出't.;I!物11恨元 11-9図図版2-1

可能な土綜3側体.石骨量8点.その他土器片等で.時馴は縄文時代後期的貼コずのある土緑町時期
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から晩湖大潟C，式の時期的土穆を幽土する.器径I!探鉱 混除 向付.笹口.111状土器である.石

縛IJ石鉱石錐. 百匙. 石持 {織J~')磁石等が出土している.( 11-9. 10. fl図}

s-JO閃

(3)地 蔵 官 遺跡

261・ ~#'・-ー・ -，白 ，
J 叫・・F・6

. ::; ;:.~~~= . 

~-:..a:函:: -'f干 二且!'6'邑-0 .，'(.パデ門
戸守守~ 11 匂玄:emnrJZJ毎日
一吋 も H 事';jI! 号館ミ刊

~ 10' .~\: ... U 処 a 岡

ツ竺???磁LS劇 i議長討ホー
た;ι;;:;;向山;:;;窃 Y菩歩ll0や U
に位置する古雄に両暗証t..二円台鳩に量る

山迫町斜蘭に土器が発見寺れた.11ぽ定形

で発見事ttたニの土縛(閃1.1(2-2) I~，ロ

級副IHH:mしているが現在高骨量IC岡で.刷

議委)争 込葬 j
Il ~‘" 

掃は単簡斜縄文が施さIL，U維部l:t三段に 1I-lltlI 小阿地23遺跡lH土土器

沈線で氏切~.その中に沈織で鋸備状文世情~ .下婦をlJ'l í商している. 口縁は件直する穫である.

土醤内面下部に粂績が見らね.11¥内では怠事択式に近いが.全体的に回4号館式に比定できる.憶に

荷匙が一点出土t..古Jt上からはア〆リカ嬰石訟が発見きttている.

(4)渇方遣.

，f/(ID市上北手字1車百

ニの遺跡IJ.御所野古をi曲る凶jCll3号緑町東111で'.V{に何ぞん1-:1J~流布地的先織に位:置す る.も

ともと畑地であったが.現在Ij民地と化している.捌I生で必今立峨11数多〈の漬物を採集している.

土緑Ij縄文時代晩期大洞CI.C. を主体とし.石銭.石匙.布11，島理制お芹.石蟹品 {勾.E~石刻占2.

(. 'F.等)帯が出した，(11-12悶}

.4節考古掌釣環境
ft(岡市南東部を流れる岩見川沿い町末戸台に影成された4つ的段丘町発達過筏を地史学的に明ら

かにし.さらにこれらの段丘tに立地した下礎遺跡等町立地鴎境問若干の考書揮を試荷量的に行なう.

- 12-



(1 ， 段丘喰繍悔の特.
前進的4つのfl丘町争ち.上野古 1・日高では段k也銑・前傾

向量的嶋を主体とするほu-.一路世史臓をもっ. また.愉古田.~

屯崎雌でIH聖・砂・給止の互婦で比般的組鍾でJ，，)， ~I直・水'i'

宵(，'1'に世{ヒヵfJ:. tうい.ゆえに.上野古 1・n副11明らかに河川地

繊拘で.厚喜L1.0暗すると.告発"1などによる河戒の糧食1責任加

と与えら札晶.ζtlにt-tL. 1:高台曲iと京電時í~iは上野台 1 ・ H 副

よりも巡摘w的弱い積度下で地椴Lたことは'UIらかで.'iNUを1川
崎すると， 主見;革悦ないし河口佐治積物と考えられる，(n-13.14 

同}

議B 言3
議副書i
議?懇話l
n-12闘 地方遺跡出土土鳩

また.1:屯崎íIiを険〈 締台.上野台 1.目 的各iIiIをおお 今 ている I再J事 1 -2 m のシルト分を~ん

ど帖叶火山崎11.制企画庁内土地分脚本吋J刷糊宵委員会の ri¥酬の碕dw
・‘.，村山tーなどの師究調量をむとにすると.開It苧島町家内血山が編躍と-It;考えられている，(n-15.

16凶)

ニ肉枯t質火山灰層的表層範魅物質的風化.tI.!I.~~みてい〈と.情;';而. 上野古 [ -0衝では黒色

1:の 下両細加物質的ヲ ち.上部ぬ-1阻k測が明帰色を!dt...下慨は灰白色で.境tよ減移する.:'1，;. 

1:1貴断的Tをみると。111古.上野古 1• lliloをおおう止嶋1:1.ぃhゆる高岡2統に属していると考え

tdt、比被的M

い 1'1阿世 il~入 して

いて.黒色:1:1Wを

I事<n削肩書せてい
る.ニ的府ゆι1:1

火山が，スを混入

.1 I首位'.， 一ー・日戸戸---_..-~ -ー

Lて1.;') .火山灰1)'関係

Lているι肉と指定さ仕
る.怖か 上野合 [.n 

段I干1:で現在就鳴き抗て

いる特徴的な農作物をみ

ると.大11l.キャベツ，

じゃが、、L.SU軍事であ

リ.比較的峨性が蛾〈縫

a -白一…zお‘削4怯itU11厄匝 一一__"戸_.........-一 叫 4“峠総胎一---
l 

宜‘電~I崎.輔f而幅-一一-一司 . 一-一一必哩単-ぞ三~戸~

2-ー"」一--_._-;:-::.:::-一一一一一 耳一一一 ー告

宅_.:!~!_'!'.戸・d，vHH E 内

日ー13図岩見川沿い肉Illi:面縦断面図 {内蔵博夫康問〉

.， 

.. 

~~IJ怖向付近丹ι町

鵠が少ない上II(I二育つ.. 11-14関 投丘繊武断面閉 (内藤博夫原図)

fj.物でゐリ.火山灰肉関係をフかがbせる.
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回附
図削州内

国峨色刷械

. 創隣・

一
11-15悶膏鍵山脈上に必ける火山氏円分布

{村山原凶)

-1j，宋電筒阪での表層細般物質的風化状

態をみると.灰白色に:a干禍色を符びること

が多(，とよろによ q明褐色を皐ずる.土壊

踊をみると.宝輔段丘u制 I附h

'‘ 

. ，・
( ，火山fラλはほとんどみ られず. ~母が U-16白 東北地方向火山

比較的多い.しかし.有色鉱物IJ-般に少な (半以iE四郎'日本地方胞質t:.Jによる}

( ，石英・長石が主体をなし.火山灰的彫郁l:l!ll酌られない.(11-17凶)

(到 来戸台周辺の地形舟温虫

以上司ような段丘面形成過慌を.内蔵は相対的な海進海退と結びつけ.次のような地形発達史を

Jjえている.

①概蕗80m以下の替が切られる.

②梅避があ9，二の谷を即時て鴫 ・砂・結土互騎が雄禰L，Uそら〈維輸両として岩見..111友廊

に高位 I 面 {高!~段丘 1 ，丹11丘面)(120m)が形成される.

③ 1幅退があ'1，場見川が'JiI;(f 111 L.下刻を行い.その附的活平問問l車安定期ι.岩見111ft僚に

- 14-



11-17聞 東北地方における最多風向による波線問(10時}

((K内腕測所資終によ 1)[t楽寛原儲)

高{立H葡(90m上 高位目1蘭 (80m)

が形成される.さらに下測がiJ!iみ.

lt.台府基底的替地形ができる.

@海道にうつ').溺れ谷を燦めて締

古摘がJ1t積し.堆4責簡と して憾台衡

が {結見川左踏で也Om.右踏め末戸

古て:'45-50m)が形成される.

③ 袴び}毎退が始').岩見川の干刻が

すすみ，その倒的河欧安定期に上野

古I面(省見川左保て・'45m.右熔の

米戸台て:'4Qm).上野古日商(35m)

が形成される.若干の海進 {ないし

減退的停止)があリ.3i竜崎函 (初

-25m)が形成される.さらに.海

逃がつづき.赤平副{ー10m?).神

情1画誕底的谷底{鴫30問。験問市街

1也ではー70m)ができる.

⑥ 海i草に うつり.溺れ替を埋めて沖械膚が機械L. 1雄被荷主 して ~~I積極が形成される。

さらに. 内職11太平ぽ沿1争各地に~j生ずる段丘について.その性質から.各地に共通に I - V前

向 5段に分けられるとした中川町段丘傾磁器見川沿いの段丘にあてはめた.すなわち.赤平面'$)

上野台l!iI日.上野台 1r師がゆ川内最期に形成さttたよリ勾配的大きいiiiJ成蘭て'あるII面と L.防省

前がリ ス・ヴユルム附氷期に形成されたIllr薗とL.高首位m薗.高(;ZIH踊がW摘に{ホ期に形成され
16) 

たがiJ!，主面)あたると し やや疑問があるが高位I尚がV耐{ミンデル 。リス間本則に形成された而)

に該当させている.ただL.$竜崎函だけははみ出るとしている.

下堤通量跡の立地環境を考える上で. 特記すべきニと I~ . 内務がl蒔古誼jを朗来的下車官謝に対比さ

せている二とである.

..5節結 び

FIJ!遺跡l丸舌状台胞である京戸台古』也向先鴻部に草地してお'人縄文中期向島認が通例立地し

ている場所である.この場所Ij河時段丘上司広い平鼠蘭て'J， リ.段丘縫干には必ず日照リに も枯れ

るこ とのない消冷!'!J:Iな滑車があ').当時的人々は砂畷府から湧き出す泉を利用していたと考えら

れる.

才、戸台台地上には有史カ均縄文までの遺跡が立絶してお，).この古地上が古〈から重要な生活~

- 15ー



削とLて利用されてきたことは“土地に:t1Jまれた歴史"とLて今に残されているニとで谷島に理解

できる.

書考 文 献

1) 縫箔金柑庁土地分類企画調l1tr秋捌J 1966 

2) 内藤縛夫 r秋岡県岩見川流域およびその周辺町段止についてs 第4紀研究期4準ml号

1965 

3) 1)に同じ

4) 2)に同じ

5) 2)ι同じ

め のに閉じ

7) 1)に問じ

8) 秋則県教育委員全 r八郎潟町制究J 1965 

鶏股111喰火史的推定

1ft J!f.-土制時代 ..."J、噴火(?)

続縄文・蝿.生時代 …k噴火降灰 ・溶岩波出
縄文晩期後期}

中期
1-2鴎積火

早前期期} -噴火飾決

itJ商婿 今噴火(1)
潟商H面 以前 ---(?) 

八郎潟町研究 $，10 (秋岡県教育蜜民会)

9) 村山型車 '火山活動と地形a 大明l':

10) オ本 空E 「駄[slf，¥lIJ!f.半島ーの口潟周辺町火山然/I.It，布について3地質学l@;&!1'IGJ告第111号

1955 

11) 1)に阿じ

12) 1)1二信jじ

13) 2)に向じ

14 ) 中川久夫 g本邦太平i羊沿陣地方にJ;ltる湯水準締約営化と第四紀編年』東北大地古生邦銀

54 1961 

15) 2)に同じ

16) 2)に肉じ
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第III量E下堤遺跡 A地区

第1節 A地区の観観

この飽区fj . 縄文時代中期i中楽町遺跡で. m土 :I.:'~"の'\'l式は大本 7 b式-8b式および円筒上f自b

式-c式に比，j!~札る地区である. その占車問11 . Nl. 2. 3. 12. 13. 14. 23. 24. 25. S 5. 

6. 16. げの13大グリ y ドに岨Jf.尚北約2∞m.東阿約120mほどの範聞で.B. C地区に比べ.1).:
礎聞に分J~する. 西および北 II!Iιか!t内つの突出する舌状絡を Lつ台地が東から酋にのびτいる.

111.1'. その中央部町克明らLの良い地区であるo f:下騎跡22軒. ~~噴(フラスコ状ピット等)七つ峨ZZ

L.位刑務ずラン的多憾性.軍閥尚北線に沿った伎討の動き{新1日関係).住居縦繁のあり方専.

ラスコ状ピットの俊憾など数多〈的問題点をかかえた地区でらある.

第2節 住居跡と出土遺物

第 t骨住層部 (1lI- l fiI) 

r、

@ 

()， 

' 

@ 

。
¥ゆ GA" 

..4. 

巴i

A 

lll-11A1 第 JJ，~. tt崎勝
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秋大生専がE奮l't Lた宮~.発見L た ιのて . z買It区て'iHとIB. 事lザ(U<跨fj駒込Lfょよ +じ.

2Cにわたるものでム晶.プラン11隅丸有形かf1形町も町と推定される.という町I!2 B. 1 C. 

~t llll 下分的明がはっきリしないためでめる.車問~mわかるが.1 Bグり γド町{主的跡的111.1 C. 

かな')L勺か')しても‘るが.班凶 4.7011:推定される.I米側f:炉円f.J'i!tI1.k~ き l;t i軒北品~J5，08m， 

6φ;の伎がJ，申にj!iづ<1こしたが勺て1: 勺 ~ l' しなも、・ j./~柱穴IH戸を中心にW.l'事問l摘にあリ，

勺とと.Ifえ"ill>.-t町也.位制陣内町北西宮去に近い所にある大島な穴からはi!物が多量出土した.

ニの穴I!住穴以外的働書士bつbのであろう. また車商鴎t尚墜にある穴Iiニ町住居Kょ')衡Lい

:美子物 1
嘉il

ニの中に縫土U輸んむので.飽向どの遺備と締IFつ<Il'. U令書リ しない.炉IHI闘いのL<'>で.

塁手予鞠遣土

どなL‘・

出

.‘ ・‘、ば'ψ・
‘-.~ .・、

...，i" -: ~'. 
4・，，"_:γ
竺、-'目、一-、

A・:.. ;:;， .. ~ -^ ・・h ‘ 口
九州，0.1.' r I 
eヲザc"._ 11 
1': ，~市‘.t tl 

:o.....~- 11 
- 一 口、、T 【

' 

土俗 (111-2図)

91i1lU'光形的f奇形士舘

で.制上舗に件面から穴が

.つll'たit.反対簡にも対

hJUヒコd
N
W
 

除的に2穴が品る.器由t孟

腕かれて無文で.お土.調t

成1;1良好で貰灰色である.

し一一ー山一一-IM411口縁部に撚糸圧1Il

郊 l号(]'.!iA:，'J¥t遺物111-2捌が自由事れている. 211目録

51l様陣形土絡の日帰怖L駒郡で縄文I:JRL.6.加に滋状に鈷土畿をつけJIJI-Iを抑してゐる9 3. 

7 1.1給土純内聞にrCJ字状向指徹底艇が品る.81:1いわゆる北験71.1円筒上層b式土苦手の頭飾で.

議土居である.

自事2号住居棒 (m-3凶}

3 1112号住居跡11葺1号住崎跡的.a:慨に発見されたも町で.自国盆慌で百+と 3Bを中心に2B. 

4 Bグリッドにあたる.ニ的飽附跡的プランはE置がはっき')せず不明であるが.不里担flJ形と品1C. 

ス ロープ'~~Iニわれ品.西南方向に入口組依とJ問。hitるi宜婦が認められた.そ札1;1慢でfJlがつかず.

な勺てf.I;而に連続している.IIJI1 3 B l' ')勺，~'Q)揃附にあるも伺と且lhilる.土総が2 制雄められ

よれは住居E惑が桜合していていて.処土が非常にE匹、、Lので品る.その他2ヵ所に縫土があるが.

て.そ向耐とも考えらilるiJ't.t.~ ~ t)しない.また. 261")γドの穴のすぐ車に主器が立てて組

め られていた.

~ iI 土出

土繕 (10-4図)

11:J 2 ~の敏晶探偵が円織簡に施きれた深部形土様である. 2 11 3 iI:内燃糸庄痕がロ械部にめf

- 18ー
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第2.量佐賠跡111-3匝l

'J.下位向撚糸圧痕Ji'iJ状をなしている.3U:小形浅都形士号，口緑郎で撚糸庄療による渦巻文が

みられる.4 Jま深梓形土持駒郡で結束のあるRLの縄文である.

第3号住居館 (111-7図}

東側rj~7Cグリ ッドで.6 C. 自由3サ住居跡的発見された場所は調班グリッドで曾う と6B. 

また.i!i制は第5号(i鶴跡によ，。て切ら札ていて，そ内全体を明らかにすることは4号t主婦勝で.

7Cグリ yドで発見された穴Ji

二内股穴に織して土絡が発見された.ニ的住穴的近〈に鍵土

一円一

できない。床商Jj発見されたどの住居跡よりもし っかリして必リ.

こ抑制i岩略的f.F穴と思われる.また.



があるが。ζit.:i二的住脱跡的炉とは考え

られなも・.

出土 遺物

土鰭 (111-5.6図}

線高47.抑て・01縁It外皮L.v.gつの介状氾

手をもっキャリパー形のi軍鉢j陪土器て'ロ鰐

郎に粘土組をJI};りつけJ.11みを入札てある。

口綾部内純情ヲw粕土紘を見出リつけ. 股骨~

に沿勺て1富島庄伎が島童文書れ 鋭部までの

地主IjL 11円単筋錦縄文で.a岡部tLRQl

単鄭斜縄文て・あるo 1 t!口綾部で一義的j控

晶任事1丈がめぐっている.21i口縁部

にこ車両平行沈線を地L，そ問問1に~

lI1竹管状的工具て'布方I~Jへ刺突してい

る.3. 41t探鉢形土鵠例都である.

額マ警警万

町 il新加
1U-6臣i第3号住暗号持出土遺物

第4号住居跡 (111-71調}

第4号佐腐ー跨It. 錨3号住居跡的束

に発見されたもので.~耳主U"J ッドで

宮うと5C. 5 D. 6 C. 6 D. 7 C. 

7 D l'リ y ドにわたるか古り大きな住

居跡である.また.もっとι完全な形

で妓っていた俊樹跡である.中心には

ご?料開捜州委塁、-
~'f:-lt~ _.~も tF L/ 場品、'I // 
~- - i 移"V

劇 WJ
。 10同

111-4図 第2号住居跡出土i世物

"・吻

111-5図 第3号{主騎跡地土遭物

主戸があリ。中に土綜がi里められていた。成樹!U主駐lwr人]の首相lがかな')L今かリ しているのに反L

車側はやわらかいもので品勺た.校六は4本で.枚目的地じ住居跡内じい〈つかの穴が品。).そ町
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ーつにI!Siに治今て3偶町小さい穴が品る。ζれは浅いもので.~L内側に傾斜のついたらので立

紘穴ではないかと忠われる.また 他的一つは斑!.l!.と雨B互にほぃ所に怜穴と.官、われない大き官火が

あるが，中から特別注目するよヲ者造物(;出土しなか勺 た. 性í'C と (j .~な 今 た時Il主のもので島 Q.

特に織1ft!の穴的問聞が少L織り上っていたニとは鋭1'1してよいであろう。

1;:: 
温』

Zι 

。@ 
~ --9 

4 

@ 
可会，~ --0 

5 ¥ 1:0) d空'"

@ 

(1 2m 
l一一一一ーーーー』

rnー 7図都3. 4・5号住府跡

出土遺物

土絡 (1II-81'!1J-8) 

)， 2 (.J日検部で粘土却の助リつけと二長町撚糸在痕を的寸らし.その下向i聾糸底侠urγJ状に
純文されている"3 I.t口績が外J正する涼陣形土?;jの日締結て'口鶴高島に太い納士*/1;による隆司7をめf

らし f控糸庇艇による刻みがある11 4 'ji茸陣形土器内口総務で桁円形に区画された中に串椴竹管に

よる連続料突文が~I). 下にil4巻丈をむつ沈線がある， 5 (j L Rの単節斜縄文が輔i文き札た深鉢形

土総向日級協である.7 (j縦割iで沈線でl互自国され，そ向指給制iに鴎部をつ〈 っている.61; R L町

単節斜縄文を』邑文とし綾絡文が施されている深鉢形t務的劇部である.
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第5号往膳E事(111-9儲)
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第 5 号館情"は耳~3 号住続筒。の尚に発見されたもので.a時受グ IJ .._，ドで合うと 6B. 6 A， 7 A. 

7Bグリ ッドである.

ま;'P.~暗樹部が製 'Jm している不定形な. Î~j~t 5.7"，噂東西6.3'"を相'0台形状的プランを皐L.
その炉勝ははばI 'lff主的思い焼i が見られた。株穴{立二の住居跡的北部に返j~してt部被されている者1

8. 1I1 9号 f'ÈJ，奇跡との関連から不明瞭である. ただ。 -阿佐拒}跡 ~I量巡する第 7 号住居跡。第2号

能指跡と附憾に2~ドの3'.1ìと.それを支える主主t.とで桃怒されていたちのと惟定する的が妥当であ

みう.

出土遺納 豆堅苦き-n 品ユatsγ1 会芳年弘 づ?
lZ!'.".T." .~リ... I ・P・......... _..._ J ) 誼幽九単"- / 

土器 (III-IO間 1-6) 彰吾川:~':ド I / 勺ト附 y 叫 羽開 { 
'I: ~，;J;:i}官 l/ """. ..，z"，趨 /

1. 2. 31i日榔に徐械 のJ's'w ー なFυ
3 

a主主.粘土続による阪帝がある

もmで.5. 6!ま深部形土器問

胸部で地文1$1並f;;の羽状縄文で

ある.

第6号住居跡 {剛一11悶) 一
.;1立〆〈勺 許刊

第6'号{主傍跡Ij第l号制t副. 。也、1い3旬、:ハ
"¥¥¥¥":'" .. 汽‘、 ハ

羽目2号町西尚喜Eに位iiL.il\~1l: ."へ('~~~;:~:lら:; J I 
守内、? る~~"': . I 

州 、vドli2 A * '~.C.Iこ lA.RJFJμ 
u d I~ 

3A，IF.2F伺5グリッド 口 w 

にまたがる住居跡で‘北筋肉制 111-10関 節5号住居跡出土遺物

慣が約4mにわたって不明僚であるが.これは長年に液晶ζ の古地的事1作某のため販制に深侃リ

され.土を持ち去られた人為的被害のためである.しかし.蛾')三つ伺コーナーは帯いにも残帯し

ているため推定ではあるが.件l~t 5.8m. ïR樹 4.9則的i皆干，小規模て'やや方形に返ぃプランを Jil

するも円である. 炉跡1~2 Aのは11'中間に55)(1(抑的長方形から成る焼ご1のみにようて陥成されて

いるが.fi，鴎跡全体から寺第す札ばやや車よ 'J的中化、部と主勺ている.床面I!良好で比較的硬<， 

It.)~は~きが興なる主性穴が三つ倹1b~れんにとどまり.そ的他.小柱穴が軍部に密集した形で存

在している。したが今て. 4 司王性向性j苫勝と I!~えれな い。しかし 。 ニれとて刊誌i圭した被害の，t!!.を

考慮に入れれば断定することは倒績である.

出 土遭鈎

土鵠 (UI-12悶1-5) 

1 1.1口将郁にi直結をつ〈リ下にこ換の燃晶応終を級文L.ロ縁部は4古内形に区ii!iき札た際術的日!

じl聾晶任痕を岨iしていO. 21:111殿町決起をもっ.やや内反する口結節でRlの単筋錦織文を箱文

Lている..3 :11:主体形土器内弁状杷平で例量的、F行比線が橋依に。三条の沈線がri¥j字状に走')中

- 23-
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いニ量的沈織による湯巻文があ').品種文から垂下する鍍状的It線1>'ある.4fiLRの単錆斜縄文

を地主とする廟訴で.甑統的沈純文が重下Lている.5IJPJt!上層b式士絡の顕$と忽hれる.

1117骨住島跡 (111-13関)

.A. 

A 

A 

。凸

録
。も双言。

111-13図第7号住府跡

ー-5

ニ的住居跡11.都2ザ{民川崎とflI5培住賠跡との問にl崎舗きれたもので5Aグリッ ドを中'L'に4

A， 5A. 4F. 5F. 6Fと56グリァドの両側一部のIZ随凶に績，ottl，号制トで. ニれまで欄認し

た本潰跡で最も添い地点にy花L.(J也会下65-7'加 ，). その断澗1:鍋底状を11\して. 性穴向~ì') 11専

にも明らかに特色を待。ている.つ草').海~，東西とむ 6， 2m伺隅丸方形町プラン町中に.その

~~IlIi.t ')ωー・筑同を溺QJt.唱に耐-1:5.2m，東西 4.4舗の不OfH，'るプ予ンを示す首郭湯舟<Jちるl1./)<

郷2伺符穏であふすなh1，. 11i.蝦I.L. <IJ縮少作'$"噛位を慌たと ζ 与のこf~住居跡としての。置

昧めいが強い住腐である.，人I~~i凶炉であり . ...内中心1:1:小形翁. i皇体状の土器が2個県泣きれ

てお').同住賠跡が般111で(5倒的川眠石によって榊成.鉛×邸畑町lT:開，娩士向原さ6，m)，ニ的
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二とIJlI!l号住居跡的石闇伊{娩上.土皆煙設なL)elt.IJI本事jに典なる佐織を持今ている.ol4 

肉特質Ij.枝穴の位置する場所で.すなわち.南北に比較的大喜な住穴を有L東西には時々等間隔

1; 3・・4本的支般的穴を政けて嵐倒的娘訟をしたと判断できるζとで.つまり現礎的民事における

切脅果統的梨訟方法が考えらt~ る.

出 土 i量輸

土鑓 (m-14図 1-2. 111-15凶 1句

6) 

m-14t!11. 2 ~ 1.<1¥7号住脳陣内

炉飾に遊んで出土した土器でllJLR

町縄文に4単位，三;y，<1>沈織が虫下L.

洗練問にニ呆内総土級を鮎'Jつけてい

る.IhJ いあうこつの~1帯文rt途中で帖

士院が渦巻文をつ<~突出する. 2は

n縁鰐はないが.やJ~ ~口町開〈小形

向型(1..:近い土器で.洗練による文鎌費

出が行なわれ.いh申る剣先状f崎港文

が施文書仕ている.器jJ.114酬位。Eで

あふ 111-15凶 1.211沈線と帖ニl二統

的動 リつけで拙文され. lIt>¥'ャリパ

-H'的土穏で磨消しがみら札d.31;l 

会J綬 U
f砂汚五秒二dあ n
Z号歩弓子主主¢手当=hで云M

・ ~ ~!" ・":~W.1.. 折グLI

A12沿k 門

Cs於除除除?於怜怜怜ぞご守忙:?土Pぺ::れ:3芸れizn:不川下hN、dH
ミ、》;持予らbg初れ勺..~ .u 
警精寒慾さ 円~之 門
漆s蚤劉さ剥U轡砂9旬U 

"・
111・-J5悶 第7号住明ー跡出土ilI物

¥ 

ID-14図節7-1}-仕唐飾品土遺物

枯土組貼リっけによる.4 li沈線によるi晶巻文，剣先状

渦串文が緒文されている.51:傑鉢形土器町制宮11で6r;j 

結土鰻貼文の聞をIf!倒している.大木8b期にlt定きれ

る.

11 8 号住居蹟 ( UI -16~)

第5号佳暗跨町北側にlA:1Iするこの住居跨は.7 A. 

7 B. 8 A. 8 Bグリ γ ドに纏うての南北 4.9"，. J4(酎

4.4mの隅丸方形を息する.串5せとの新聞関係J;j第8

~住帰跡が前者を~}勺ている点が明瞭であるため. 第5
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号炉古いことになる.炉iHBグリッド町西側と 7A:T'17ト向車lijとに.いずれι20-3加n@皮

肉同紙を呈するも内が3n所ある。北東附には70X35酬の長方形町ピァトがあリ守給土と小耳Eがぎ

っしリ題殺さ抗ていたニとは特別の理由が品ったためだろヲか。{第7号佐騎綜ijl治的ピットと戸H革)

しかも，そ町断0011フラスコ状的繊樹を示L.5 Bグリ ッド軍備に設置していたフラスコ状ピ y} 

のイ、形化したむのを思わせるむ円である.

A副

、、
1
0 ti~ 

。

乙9;
ノ t、/;~

，;t之、
、:':f;:;~
、台、"
.J. ιJ 

--ー一、‘ー-+、

@ 

。

Q
'
 

r 

町一16凶 1il8 . 9-1}住底I'if

出土 遺醐

土鶴 (UJ-17図.111-18図1) 

底部は欠鎖しているが!そ々 '1パー形的深鉢形士宮量で口容

部t二枯土4置を波状に貼').I盟糸底疲で刻みを入れ.そ町下に

ご.象的撚糸底IA:を秘文L.聞にrGJ乎状的撚糸庄痕があり.

四条町撚糸底艇とー長町険予告で四単位的液状文があふ 口綾

部は RL.納部I~LRめ単節料縄文で鎖4史的自控糸庄痕文がみ

- 27ー
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111-17悶 第8号住居野出土遺物



られる.1ll-18図lはキャリパー形的深梓彬土骨量口縁部で.沈線による四車紋町渦巻文が配されて

いる.

!U ~普住居跡 ( 111ー16凶 }

ニ町住底跡的決奇グリッド[;17

A. 7 B. 8 A. 8 B に渡り.い

わば1118号性服飾的外側に存悲す

る{王級制:であるo ~18 号 I.J;騎跡と

町新旧関係1.1.間住賠跡的北部局史

的付近にニのM9号住服飾的炉跡

(5仇摘のはほ円形的焼土中に直後

2Scinを書lる大形土滋1.I(1J理殺されて

いるJが位置している点かんm8
3 

号靴佐属糊跡丹州方が州古い吋と引ら州れるふ. ξ..ザ:2包 2 よdむ事吊 デv門へ 2 

ιυた山4
ぞ F斡ヰ? 、主訟必宇s孟 哨貯. I J 9 昨伽匂

的納削日附ほm制5号←巧8ト-9岬号伎蜘賠跡 語ゐS:~込主ωYお)可馳跡J-4 μ 
へと変遷したものである.またー Is-18凶 第8・9・10号住騒蹄官土宜紡

二円付涯に連続してあるma号を始めとする5ff町{主賠靭刊9-・8-5-4-3号他駁跡的傾で次
第にi!i(なるわけであるが.1事tニ槙8号とli'9号と町役穴の問題はひとつ向性:，'えを両者が使期Lて

いたと考えられー挺に決定的な所属Ii穴1;1判断Lかねるものである.ょのことは別内観点から言え

ば前進した5軒町11賠における持動変遣が，かなり綬期間に行なわれたニとが#えられる.な丸

二の調弦グリ y ド内第2崩(県色士服1-書¥3膚(賞尚色土贈}にかけて小熊が多 〈宮まilている占カ

ら，あるi!:悶のうえで家康i置型軽が行なわ九たLのと解釈するニとが可能である.

出土遺物

土鶴 (((1-18図2.111-19鴎}

2 l.ti:l!鉢形土器で劇部11結束のない縦般の羽状縄士である.1TI-19闘は浅鉢形土器で.回総部1;1

長総円形の区画で燃糸底伎を総文1..胸部にl.tjJ!下と械にひら〈 撚糸原痕が交瓦に地されている.

第10骨住居跨 (1D-20悶)

ょの佐J古跡的潟在グリッ ドは.7A. 

71'. 8A. 81'. 9A. 91"グリヮ

ドで胤北 6.6"，.京悩 4.5m的防向影

プランを果する伎限期:である..tJ":_jはi出

E型炉2，i.l閥炉 I のま~ 3 ヵ所あ 1) . 1主

婦跡中央部に娩:1:が分布Lてお札約 111-19図 第廿号住居跡出.:f:ilI物
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半分的I師績にわたって鍵土が床面Iに縦織している点から，かなりの長期にわたる家屋存続を成した

住居跡て'右かったろヲか.住穴ti蔚ll!に沿って8本であ').硲西に深さあ閣の大ピットがあリまた。

北協と南西周壁付近に入口を もっフラスコ状ピットと二つの大ピットは第10号を始め第11.串15号

とかなリ有機的性怖をもっ遺構であろう.前者I世情的口絵側聞に草寺千円蜂リ上'Jと. 第10号悩i鋤隊

面町凸問的獄Lきと軟弱さとから考えれば， 第10.!ilW号住腕跡構築後に給置されたものと考えて

いいであろう.本住居跡は第13号住居跡によって切られているため。両者間でIl二町第10号住儒跡

の方が古いことは昔、までも右ぃ.

。、、。//ー¥ 』酔

倍

。 2m 

出 土 遺 物

土器 (1ll-18燭3-4) 

A 

。i@
o / 
ノ。

111-20Eil 第10号伎居跡

る

s 
s 
a ， ， ， ， ， ， 

・・ー・・ー-('、。

ー・8

3 l!小形的キャリパー形式訟の口線総て・ある.41ま深陣形土銭円腕却で粘土紙とt型車庄司言文であ

品。大3紅白期にIt定される。

.11骨住居跡 (111-23図}

第11.14， 17号住硲跡的一群中.最もf脅しい住居であることは箔14号を切勺て {第14号よゆ約4

-5佃深い}いるニとから明らかである..7 F'， 7 G. 8 F. 8 G 1"リ y ド内に』うるこの隅丸方形

のプランを呈する伎居跡I;t南北 6.9m，軍国 5.3m的規阪で.lI'l14号住居跡と南西隔で嬢触してい

る部分を除けl;f周壁liローム婿を10-15<飢切。込んで良好な状5である.炉I!宮倒円小型軽で織成さ

れている石間炉で.柱穴1;1第14号と併用してお 1)8牢で，床葡I!硬〈良好であった.
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出 士通鋤

土舗 (10-24図. (s-25図1-8) 

J 1;1口縁部に四量的4型車庄術文のある探梓形土総て・.地主I;lRL向車節斜縄文.2 1;1考ャリパー

形的機体形土器内日給仰で悩二u削貼 1)っけによる剣先状的文械を仰している.311外反する口織を
もっ裸体形土器て」ー象的鮎土絡をめ〈・らL.鎖邸t孟無文である.41:1 '"ャ リパー形土器で沈織によ

る氏側がされている.511口融飾にこ量的平行沈線開に連続する網実文があ').下町時僚に刻みを

入れている.6 fj白幡が内皮ずる保障影土器で.ロ唇歯車に'UJ字統的梢ニI:Ilを鮎9つけている.Jt 

:t:u R Lの縄文である.7 1;1縁体影土器内観認で81;1肉筒上屠C式町主穏で事佐竹管設の工具によ
る制突が縫文されている.

1112骨住・2庫(111-21凶)

1IIli<下約15-2恥・附銭円ローム帽ょにある県色土層よ 1)発見事れた住居跡であるにもかかわらず

比般的厨~の明信な締円形{小判影)町プランを尽している.中央に 11倒的小援を円杖に配した石凶

炉をもまる..Ifi北 5今6m.東丙 35m円規換の住居跡で品...柁火1;1)1(耐に25-4Qc幡町採さをもっ6

2ドと判断され ~t周監部にゐる焦土( 13O x7な・) u床面よ?~ぃ状勉であ勺た. 

..， ..， 

。@。
--導 ー-8

h百一一司~磁級協~~8

111-21図第12号住居 時

出土 遺鞠

土縫 (10-22図1-3) 

J 1;1 i長陣形土器口緑郎で格土防，)っけによ る突出がある.21;1 r < J字状に外ばする漆陣形土器内
n織部でH特都に結土級をi!i状Iニ P~'J. j軍最圧n~向車。みを入tl. <ぴitの続分と陵情文的問に竹!'l'
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抑制突丈が的(，勺ている.

第13号住居跡 (111-26悶}

第10号{上駿勝北商務を切勺て1Il1l号住居跡~t田11二位置している

二的白:睦f鵬:は.8F 8 G， 9F. 9Gグリ y ド内にあり南北4

m，東西 4φ9mめやや不11*3な隣丸方形的プラ ンを呈する.1IIf.!l 

お10鰯を使附したコの字盟理石関炉11~tを焚口と L，京展l蝿奏時に

炉中に甥殺していた土器を抜き取った形勝がみられた.また.炉

町樹首lに約1O-2(同 前後町小ピ y トが南北方向iニ配列している状

態から.ニの住居を2分する間切1)的総殺の存在を考えてき しつ

かえないであろう.さらじ北部1，:7ラスコ状ピヴトが徹認されて

いる.

出 土 遺 鞠

土語 (m-27図，m-2事歯1-・4)

JC;I.深鉢形 ロ
主催の胸部で

ニ量的枯土制t 17 

~Íif' ③ 
1. 

。
よる文鎌編成

の貼りつけに

殺を/ C3 -。/'O 《 VA

/♂ dJ@ 

である..2.3. 

4 1:1ニ.三条

の沈線で幾何

学的に区画さ

れている.

1114骨住島

滋(01-23図)

~ 
8 H， 8Gグ

711，7G， 

リッド内に1>

1)， ls17母性

磨膝を切リ.

寺》
叫続長訟β
~~ 11 

'~i~~ミ下、 ¥¥ 
V ヶv・F 、λ

警!?;
m-22悶 :l!12号住居期:出土

温物

構築された棉 o :!<II 

丸方形のプラ ロ し一一一一一一一ー」

ンをJi!する. 111-23図 第11，14， 17号住居峰
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その規艇は南北 6. 9m ， 車両 6.0m で.炉r~北西部内娩土と第II号館t;~ir*内的北寄付にある機器量炉

との併用であリ。付近にある大きいピ y トι二的t長崎町貯凝剤施設とLてflJflllたものであろう.
Il穴I主改)cmjI7J!;車両様きを;H9る6本と考えられる.

111-24凶 第11号住騎跡出土遺

キb

d脚困圃圃岨・ γヲ
rョ:::J[:;t弓>!i' ¥f 
g眠 jん〉
~/iÎiì蕊~tI S 

遷?

出 土 i量 鋤

土鱒 (1ll-25図9-11) 

9 は~'I' 'JパーJf1:土緑町口線郁である. IO'~採鉢形土訟の!~

$でtR円単節純縄文である.lU~沈線による懸議文が制部に

地文されている深体形土滋である.

" 
!Q批・

s1-25悶 11111 . 14号住居跡出式遺物

第15骨伎&1串(1ll-29図)

lOA， lOFグリ ッド内にあり.北側は第16号住居跡同線日le!.¥iさ紅てい主いが.推定.南北8.8

m，東西 5.5mの不鋒情阿形的プランを呈する住居跡で， jp，~第16号住居跡内的援蜜炉と考えらn

る.住民についてIj，はっき')しない.東側周訟はローム婦をlC同校保'J込んだ明織な懸を成して
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いるカに床面は全般的に軟舗である。

出土遺物

土器 (111-301晶，111-32凶 1-6) 

111-30図1:1小形町二1:;器で.底部中央と1阿部に穴があけられている. I I~深鉢形土書量的日録部で.

太い粕士銀を液状に鮎りつけて地主主l司s¥I本で事lみをつけている.胸部IHR的縄文である。2I卓

会ぞぞりパ由形内海鉢形土器の口減f，f，て吟占土級貼リつItと燃糸底痕による文様防成で口縁部の縄文It

L Ilで品る.31;tご象的沈踊tで文織をlKiiliiL，その上に凶単位と思‘われる柏土紘を鮎りつけ.指で

押aしている.41.t'争犠竹管状的工具で沈線を輔il沈縁関は液状に悶ヒ工具で鞠文している.5 l.t 
沈線と鮎土総合貼リつけ垂下させている.

111-幻悶 第13号住忠勝出主
i置物

，-ーー、一、，、、
/、¥
I ， ， 、
~一一一 ~'\ 

@

@

 

@

/

論
議

mv
，一匂@

窃∞
w
O
@
@
@

ぺ倒

_.-B 

ロ。 2m 

111-26筒第13号fil1ll¥f 

.. :"_"+_-，_ 味~~''' '

dfVヨzzzr.
47;iV哲彦jp

，~ ~ぞいベ ~'I ~ .: ， 

;ミ51受験U
M ぷ記・D，
111-28ti1 第13号怯騎持出土遺物
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叫

例

叩

載

。

• 

111-29曲 第15.16号位服飾

"16骨住居毎 (111-291l!1) 

鰐15号住居跡を切り込んでいるためこの住居障が章者しい.措定.剛ヰヒ晶.8m.

東西 4.6"何時内影向プランを昆する位指路であろう.中央および主帯9に

それぞれ湾軍!tPが品。'その他.画.繭にも集土がある.柱穴は北'固定鋸を

待たねばならないが.おそら〈榊:11:1;各々.比較的深み町ゐるピ d E:納付

t' -1t.東商働に添木柱をJ<国己鑓させる方法を採っていると盟、hlLる.
出土 遺鞠

土締 (111-31図1-2. 111-32凶8-10) 

8 
問-30閃
第15号住居跡出:1:
遺物

21~探陣形土器で回帰館から鵬鮪中ぬまでL. RQ)単節斜縄文が縄文書れているが. :.:..， ~ 1) しな

い.8 unがやや外反するII跡形土穆町口融舗で三.四条町l!Sゑ庄艇を的ぐらし下方にrOJ技師I!
糸底艇をこlI'>l2している.91H;梓膨土Z量的弁載担手である.1011大野町発守リバー形漆陣土器で.

沈織と綿土組内貼 9 つ吋で宜僚を織成L.鴎単位向~線による禍事文がある.犬木&Mに比定される.

MI7骨住居跡 (111-23凶)

本遺跡111，殺も酋寄リに位置している住居跡で，第12号住居跡と峨々向レベルにある.長期間に

-34-



おける綜:J:tl;裁に加え 北西じ走る農jl!:によ 'J小破平子炉争(. 

i~j東部を除いた間後且ぴ全体ずラノなどは不明である.ただ。

仰l均カな4二とは第14号住居跡周訟のi主〈に焼土が2ヵ所あり床

面iに絡して土器が発見さtしこの休騒が般初に情築されたfι
m14号』・第 11号町家農変遷が行~. h托たニとである.

0・~
阜
<$' 

し_-，~cm 2 

111-31関第16号住帰路m土治物

J4!IY31Ri 
.l U.~ミit ! ?

主:63;!?
， 

"，. 
111-32図 第15・16号伎居跡出土遺物
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AJ垂区内最北端町彼自!l区て"， N23 J 1 -1'.-揃.袋状ピ〆トの総接Jl1!である。

包含1苗I主床耐近〈まで.閥均腕作によリ鑓!.1.を受け，11ぽ車問にこ段のレベルの誌なる{j')i~跡的

(\~と考えられる遺憾11残っているが，被告している住r.~.郷町そ札ぞれのプラン I!不明で必る.

ょの陵台iま居跡を闘からJIfiにA.B. C住尉跡とUlリに呼ぶ、ニとにする.保障Iグヲレベル11A.B. 

Cの蝋tょ低〈なっている.A (，苓謄跡jJ南北に民総司:ri附い嗣(7C同 x4()cm)をもち.炉の尚1[1に爆重量

(.k* 8 b式土総)が飽きれ.内部に焼土が人今ていた.

日住居}跡は.やはりお問い炉をLち.炉を中心に焼こtlJ'広が1)1.重量産{犬木8b式土総)がある住居

時で‘ このr，聞いJ!I~型炉内回開lに不規開lJ~'}f:-のピットがi車句な，。ている。

C ti，!t; t1'1~ B伎町跡的数0・下に床面が品リ.(ι住居跡的1:.1:ロームを貼今てB住E奇跡的啄がつく

られている);fij国いが(5QX4，酬}が飽き札.炉内内部に小火がt.bられ中に河原石がおめらitていた.

この傾向商にピ γ トがあリ-何ピ y トにも冊目%!r，が数例~~ま勺ていた. 淡値上11炉内内部とピ y トに

総出された。1Il!に焼土が2ヵiifrみられ.拡銭グリン ド町北軍備にヴラスコ状ピ γトが;1，').フラス

コ状ピマト町北(lU半分を調査した.ヴラスコ状ピ， }的人口に多量的娩土が捨てられた状態であ1).

内部からもブロッ 71.恨の幾土.炭化物.土器片(大木.内館系土器1.石等が検出された. f~鴎跡内

力・ら. 北f!l!系町二t~片がrJJ土している. A. 日、 C住約跡的新l円削{長.フラ スヨ状ピットがどのf:i:

偲跡に付設するか11，はっきりしないがBIJ，I，1;'勝r;l:c住居跡よfJ新しいようである.

出土 遺物

土器 (1l1-34図， s1-35鴎1-2.1ll-36図1-13) 

1ll-34凶 N23EIO快勝跡

B(豆腐跡lU:f:遺物

1ll-34図的土

骨量I;l:B住厨跡的

炉に使用されて

いたキャリd_

土

に

枯

け

柏

形

部

品

つ

の

梓

品

帽

す

り

最

深

口

授

鮎

三

山
市
で

状

総

鉱

2 (1 IIl'刷

銀をめぐらして

111-35悶 N23EIOj主病跡出土遺物 いる.J血士11RL

内総節斜縄文である.図版14-4はAf.主勝"白的炉に使

閉されていた保体形土昔量抑制部で抱文I:l:RLの縄文で.

鮪土級を貼 1) つけた先が丸い鈎~~文を配している. III 

-35~遺 llil'lí郊にf高状的犯手を も ち. 胸部は揖"ぃl哲糸
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nI-36図 N23ElO除踏跡出土遺物

文とし沈線で区闘する，いわ申る・1-腰内式的登形土苦手で.胎土に'1、蝶を含み焼1i't{!良い.2は器古

で中央部がわずかに<11";"，器商は良 〈繕いてある。台事~f~欠帰し ているが丸い窓が四つ配されて

いたものと忽われる.胎土11小艇を多〈吉み荒い.1ll-36&1J {l'<J字状に外反し湖が級品深鉢彩

土雪量的回線部で口容郎に絡土訟を鮎り.寄生糸E証書更の刻みを絡している，2 fj山形の口繰綿て1上に

のびる椅問形で区画し中は無文で.鎖郁は数量的沈線がめ(.り.ニ条町縦伎の枯土級で断続する.

31jO給部に二条町粘'土縫による峰帯をつ〈り.下{立の陰骨~fj中央が<11"む太い ものて\内側にも

ー条町納:t織を鮎リつけている.51jlll影町突主主をもっ口綾郁で.前;線によ る渦巻文を緒1tL.額

都{1無文帯である.6は口給部に二条町結土紐による隆司障をつ<').聞にぬ位向沈線を施している.

8. 101ま半敏竹管による除衛文と沈線と事裁併管状の工具で裕子状に施文する.いわ柑る北陸系土

器で胎土11大木， 1'1筒呆土器町ものと明らかに異なる. 13 も ~t~を系の漆鉢形土器口縁部で内側に有

機紛が付着しているo 111!探陣形土器町把'1'>郁で紡土級を液状に鮎りつけ.下宵に直線と波状の粘

土総を脇?上に地文と同県体の縄文を絡している.1211口縁が外反する内向上層式的濠蝉形土器

日縁側で構{立の撚晶圧痕文の聞を 'G J可r~量的撚糸医事主文が~統する.

NI3E I住居飾 (1II-37f.l1) 

第2府目的茶樋色土層からローム部まで.多境内土器片.石斧。石質量.石量生.石銭円他.かなゆ

の小磯(5・_8cm )が}塊とな今て発見されたニの7リァド内から.複雑に絡み晶司 た{土居跡が搬~

きれ.こ町一僚の住居詳の範聞は.更ι東へ紘大き良ているよとが明らかとなった.J!Dち.グリッ

ド内町北東と南西嶋とに2ヵ所。住居の墜と考えられる切，)込みが見られ.その中間には場漢炉が

南北.9.1柵.東西64酬の構内状的焼土中に訟5置されている住居跡的三野とである.後者li履跡内粧穴

11.その形状から判断すれば.経30-5Ocm.i'li60-7Ocm前後の4牢駐が支柱となうていたと考えら
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Il. その伎鑑1.1 . がを中心にf~3ml日1隔町正方形内証!il(を成L.Iiょ閣はかなリ縦〈良好であった。

これらの政令住居跡は.地表下叙畑地戸、で発見されているが.グリ ヴド隅に機出した住居は.中

央の床耐よリ12・....1.lcm位探ぃ.なJ;・炉Z帯雨宮Eにあるピット(深害時閣)の上部に約12cmのロームが

はられている在や.

若干の焼土分布.lI!

に北の一郎に，かな

') J!l.みのある焼土健

闘の線認がなされ，

住騎跡内存在とも考

えられたが.鴎辺グ

リyド的拡張と給量E

をしをければ，これ

ら複合住陪跡的新l関

関係は.不明である.

出土漬物

土器 (1U-38図.111

ー湖図 1-6) 

住居跡.がから出

土した態1'!で.粘土
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m-37凶 N13E 1住居跡

車止を始りつけ.Mに'Cj字状に燃糸底痕文を~文 L. 胸部1.!結束のある備位向羽状縄文で. Ifl錨上

層式的土世話て・ある. 1 1;1七条町燃糸底痕をめ(.IヲL.五，六条町附に紡土紙を鮎')つけた口融がや

や外反する環体形土器事である.21j口織がやや外皮L.

燃糸庄痩丹:l11みを入札ている。地文:~R 1...的単節斜縄文

である. 311'Mj字状向井状把手をもっ円筒上層式的滞

鉢形土器である.41!口織が外反する深鉢影町土器で口

鶴部と頚都に悩土綬を貼り， 撚糸底亀高による費lみを池L.

ιも2
c( t ( ミ， ・電， ~，. 
--0'コ

中に rC J~状の連続する撚糸底IJ~を配している. 6(;!半 ‘ t一一j・
銭竹管で陵待文をつ〈り沈織による裕子秋文のある北陸 111-38図 N13E 1 f主情跡出土漬物

系の土器である.5は口織が外反L.I世糸庇彼女と粘土総を貼ーりつけ. 竹l'l~止の工具で剥突し故状

内文様をつく 今ている.鴻修孔のある土器で五領ケ古式に比定されよう。 胎丸 焼成は良野である.

S 6 E10住居樽 (UJ-40図)

A地区‘ m~車内拡張区内住居僻で. 問形プラ ンを皐する砥径約3m町小規係企住居跡である.

床面í11. ゆるやかな鍋底状で.白居跡内には炉および焼土等l!見られをかっ た。段穴1~ . f豆島陣

一銭ー



周!空部に四つ俺認できた.それぞれ20cmHfH量的採さのbめで1>ふ

ニの住居跡的北方向 4.5ω{住居跡中，(..;;‘ら)に恩納土縛がー傭体発見された。しかし. この住腐

跡との関連については不明である.

lLW.__L -_ 
'可史Wψ刷A却 ι 

泉純~ !/号jE355i パ
?援護務U ぽぷ/1
~奇心Y 人J 、ψ叩 :':-6M
。 I~II!I 

Js-39図 N13E 1 住居跡出土遺物

~ 

o 1m -
111-40図 S 6 EIO住居跡
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下堤ilJlA網島区出土i量輸

土締 (111-41図ー1-5. 111-42図 1-24. 111-43鴎 1-25) 

5 

o lQcm 
4 

山田41悶 下!I!遺跡A地区出土遺物

111-41図 1. 2. 3ははば完形的治体形土器で文隊約機成I!4噂4立である. 1は単節斜縄文の

地主に粘土絡を鮎ゆっけ.区画した部分に撚糸圧霊堂を絡している。下方には山形的撚糸底痕を施L

ている.2. 31~長続問形に区回したf.llに閉つの突起をもっ. 21!区匝iした中ιキ積併管状の工具

で'CJ字状的連続刺突文をめぐらLている.31立区画面した係分に縦般に2本町枯土総を貼リつけ.

下方111甲成文がめぐうている.2を除いて給土は良好である。 41:劇部が綴る小形同様陣形土絡で

4単位である.ロ縁部に四つ伺突起をもち.地主的単節斜縄文の上に沈線によって文織を表出して

いる。 5は内筒形を足する土怨でRしの単節制縄文炉会衝に崎文されている.

111-42図.1-15. 18. 20. 21 は撚糸底痕文を主体とした土器で.いずれL機体で単節録縄文全

地主としている. 1. 3. 4 11口縁部に二条.あるいは一義的撚晶庄艇を絡している.下部には'UJ

字状円燃糸底痕を砲している. 9. 14は口繰l二被状に粘土総を鮎りつけ.その上に撚糸在痕を施す。

141:下部にも縦横に燃糸庄艇がみられ9.91!口繰邸がやや外皮L.脳部が級品深鉢彬:1二世量と思わ

- 41-
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tv.. 101~弁状的口綾部て二口織に沿って燃糸毘痕を施L，中心部に撚糸庄般による渦巻文を砲し

ている.13は口線にニ条内燃糸底痕，下部に1;1紡土級を鮎りつけ.それに沿って怨最圧般を総Lて

いる.151:1枯土総を狛ゆつけて区画しその中に怨糸E王痕によ勺てrYJ状.渦巻文を配している.

1m口織をきれいに磨き.下部には粕土級を円形に地りつけ，そ円」二にI!i晶庄司買を施している。 18

は口縁部にrCJ'芋状的撚糸底伎を織している.191;1キャリバー形を景する深陣形土器内口縁舗であ

る.縄文1;1L Rである.22は弁状把乎をもっ探鉢形土縛の口組都である.口織に刺突を施L，無文

'lfiの下方1:1沈線で術開形に区麗しゅに刺突文を砲しうめている.23は口綾部炉内反する深体形土

需で粘土紐を鮎ゆつけて区画した中に， 二列的刺突文を婚し 体告書は絡土紐による織令文がみられ

る。:w.t口容部に指によると思われる抑圧文を砲している.

rn -431ll1， 1は披状回線を有する深鉢形土鑓である.ロ昏gsにIH'J突が砲され.体部にはit線に
よる泌巷文がみらILる.21:1深鉢形土器内!fJi郁破片で単節斜縄文的地主に三来的平行沈線文を砲し

ている.3は深鉢形土訟の破片で粘土紐を貼Oつけ。その上下に三弘 二来的沈線を施していo.

41ま深陣形土器め口縁部で.粉土総を鮎りつけて渦巻文を擁している。 51止滋状口織で者ャリパー

形的様跡形土綜である。口緑にit*車をめぐらし口縁部と明書Bをわかっ郎骨に結土紐を胎qめぐら

し.削に楕円形に結土紐を貼りつけても必.61:1深鉢形土器のロ縁部で単舗斜縄文的地文に曲録的

に沈線を騰している.7 f1濠鉢:Jf3土緑町回線部で2'ド町粕土絡を貼りつけ.その附をヘラ状工兵に

よって軍基形している.81;1深鉢形土絡の鋼部破片で.単節斜縄文的地文に.沈線と陰'帯によって文

織を表出し縦{立に鎖状文を施宜している.9は深鉢形土著書の胴部破片で.三条単位向沈線を掬し

ている.101;1深鉢形土器量的自陣郁破片て'粘土紐を貼りつけて.線状.渦巻文をぬしている.11は漆陣

形土器内胴上部破片て二 柑土織を姑 q つけた険者?を 1 本的 f らし.下方には平行沈線~， rフJ 字状

的鰍状文を絡している.121主張tf3土縛抑制上都破片でー象的。it織をめ〈・らL，下部に1;1沈織による

「ワJ字状内線状文がみられる.131:1謀鉢形土器内劇部破片て・，縦位に緩絡文を砲している.J.H;I回

線部にこ象的平行沈線を.体部IH普きが地され無文mとなる.JSは胸上穆て'器厚1:1比較的湾、、.単
節斜縄文の地文に沈線によ今て渦喜文を施しているo16!;t深鉢影町土鐸で.口線に給土総によるl者

僻をめぐらL，下方には沈線文治怖されている.17， 18， 221;1円筒よ層式的土器で.いずIL!>深陣

形的土総である.22は#状犯乎を有する.17， 22は紡土紐を貼，)つけ，その上に撚糸J.f痕を摘し。

聞にはrC J字状に 。 燃晶庄副電炉絡されている。 181ま結土紐を貼 ')つけ. その上に~Jみを入れ.聞に

は半鍛竹管状の工具によってrCJ字状的刺突を砲している。 19は弁状の舵手をもっ深陣形土器内回

線総で.ロ唇1:1椅問状U二つに分かれる.中央に孔をZF，，ている。絡土総合鮎りつけた1聞には竹管

状的エ具によ勺て刺突文がみら抗る.20は口綾部にrC J字~~内科突を. 下方1:1沈線によ勺て区画L ，

聞には竹管状町工具による刺突文がある.211;1深体形土穆の胸部で沈線と陰併で文様を表出Lて，

渦巻文がみられる.23， 24は深部形土録的口線郁で口唇郁に刻みを入れている.24は二条町平行沈

線を織す.23， 241:1最花式に比定される士宮告を考えられる.251!波状口織を宥する探蝉形土器で.

一 判 一





繍文向上に口緑に沿勺てlllU置に給上経を貼ゆつけている.

割耳S節 土拡と出土遺物

土検11"、渡穴状的bの.袋状のも伺.そしてフラスコ状のも肉が宛見事れている.中でむフラス

コ ~~町ピッ トが事ぃ.このピットについては袋状土明書.竪tル竪火. 峻i)U止遺tーなどと呼ばれてい

るが.ニtt.;円土績を稔体しτ袋紘ピ y トと呼んで必きたい.その中で"肱地域によ 9釜があ今
τ.影が少L異勺τいるものと考えらJto.ここではその縦断固匝が喝“実蟻1I1Aのフラスコにb今
とも近い影ををす何で.フ，スコ紘ピγ トと呼ぶことにLた向である.

フラスコ状ピγ トを設明する附にそ肉名称について約束しておきたい.下堤遺跨で発見事れたフ

ラスコ状ピッ ト r~ Jß-59図的よ うな形をなしている. -れを温物に例えてAを日韓部.8をf画部.

Cを腕前)，Dを底部(床面)と呼ぶことと1...以下Jニ町名称を館。て説明する.

土鉱 .Q状ピット (N23JJ )(1JI-46悶.図版8)

土鉱

こ町土験再躯認桶はソフ争旬ーム上

面で品る.平面影はほぼ鯛九銭H形を

望Lている..kききは口舗で展佳 158

偶.短後 II(同を測る.採さfj6l2面

よ')4お・て'.!l!はほぼ妥砲に立%あが

勺て);') "ームのし今0・'J1../~1\tであ

る.土損覆土的土!刷1;17婦にわかIt.

t層.思褐色で若干ローム松子を含む.

よ〈しま勺た扇である.2l11.褐色土

膚で.やbらか〈炭化鵠.H!ぴ処士

を含tI.3婿.明褐色でロームra千を

~量に青み炭化物.娩j を 1111分的にで

はあるが帯状に含んでいる."膚，ロ

ームブロッ'1.ローム粒干を!I-慣に:'t

むやわらかい揮である. 5緬.亦111色

て太宰肉的炭化"を含;..その刷。ι

旋土b'点在しているポソボソしと帽で

o "包罰
← 

ある.6珊.ロームプロ，タを'量に m→6凶 NおJ1土峨・袋状ピット
合む貰色町層である.7$. .k~む炭化1:1を傷状に吉んだポソボソした茶褐色町土層でみる. ζ向

土横は袋状ピ yトと軍機関係にめるが袋状ピ y トが土嫡嫡底部に何認されているよとから惟鍛して
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本土嶋の方が新しいものと俄aされる.
稜状ピ‘ノト

4このピットf!土横峨成郎ローム加であり.ロームをlS1)込んで作っている.'1'磁形f~wr向影を

3l している.大喜善I.H.後f措()cm，~If豊百&船を測リ。機2ïl百より伺採さ I~約お仰を測る.竪11垂

直に搭ら込みながらピ ;1}中1.1¥よりやや策リ出し袋1止を虫している.ピット術1割において宵南方向

に識がのびているが本ピットにともなフも閃かどうかは不明である.本ピット1;1:OiI3e土績と2直線関

係にあり 新1日関係I!本ピット町方が古いものと総定される.

フラスコ状ピット

(1) I号フラスコ状ピ・ノト

587'リ y ドから発見された も円て:第3，4， 5号住

居跡のそばでど町住底跡にb付設したと思われる{立滋にあ

る.止同様1;1:， 口径.65<00，~員後3加、. 底11¥脚aて'はは'阿形.

深き lOOcm，j署長22師て・あふピ yト内に充填きれた土壊

fJ，上部が黒色土.下部は赤純色土で.共に炭化物が混入

していた。出土土器片的多くは始んど!i'!i!i(にあり，また.

中間に出土しと土器胸部町内調に多量的炭化物と炭化した

制換が付理由Lていた.底部伝統土が僅かじ嫌っていた.

出土 造物

土緑 (n1-47儲，111-48図1-2) 

111-47倒的土器は.腕部般片がピ y ト中聞に.底部が，

ピット底部よ り50m段上町位置から発見されたbめで.口

被舗はないが.円筒Mとなるもので.機位丹羽状縄文が見 。」一一?"
られる. 1 11，平行沈綜が深〈績{立に施文きれ.胸部u.吉 111-47fl!l I号フラスコ状ピマト出
梨した済状縄士が縦に悩文菩れている. 土遭物

(2) 2骨フラスコ状ピッ ト

二的ピ y十は.口線および底部カイ

締円形をなし.充域された土壌は特

典で品った.規械1;1:，口径8OX4Scm，

底部後 124X節制.深さ%α峨.顕長

46cmて・0 車8号住居跡内にあ1)，そ

，と 一iio:ー:1".......年=
広..、 1ド..勿~
~~ミ、ド余、-

除部;、老!、. 組
R r'"ーーー自国恒三町、 官

の入口舗は非常にかむかった.ロ織 111-48図 l~昔ワラスコ状ピ ν ト出土遺物

"". 

よ可北半分1;1:25<:聞の深さまで，前半分IUOcmまで小石町浪勺た然色;tで.そ丹下に背白色町制い泥

活状伺土援が光耳障されていた。 深きのmの腕節分に入品所に後2-3cm刷、石カ吸いたようにあ 1)， 

- 47-



下にJ!;!き3佃の帯状黒色止があ 1).以下底部まで同u'背白色町土纏で，比鮫的軟か(.所々に笹川

畑銭円111原石が見られた.出土遺物11土器片(小)一つ円みである.

(3) 3骨7ラスコ状ピット

9Aグリ yド.摘10号{主謄跡の北側に発見されたもので.このピ yトは調貨の始めの段階でゥラ

スコ状ピッ bであることを破!zしたので.東西に切ったもので'.( IU-49図 } 規綴I~. 口俊民同， 底

径 2~同のほぼ同形. 深き 157，個，瀕長51cIA"'('，ローム府を織り込み砂喫層的所でとめ，鍋底状に

車甥自胸中心が1"1んでいる.底部が鍋底状になうているのは。このピγ トのみである。調護方法と し

て.このピットを切断したのはピット内に充填された土犠を精棄することが自的であ 1).下層はか

なり緩いブロックl二分かねる.

17砂A・
18 ""総色(hlJ't)Il)
19 噌鱒色枯土〈水俣・偽~・幾重二}

20砂土
21 ;r.褐色船主(f.ニた~ 1) ，}) 
昌 司事績色給:1:

白鳥色繍三二
(~.にぬばねば木炭浪人}

2 

出土遺鋤

2 

4 

。
IU-49図 3号ヲラス2状ピット断面図

土締 (111-50図1-3.町一51図1-5) 

1 1尾:t

z ;r.色ローム
3 灰白色ローム
4 m=精
5 縁側島色削本然。ーム"~I
. 11(鮒邑:t(，1i北会}

7 ・町鈍色2
8 Ji~絢色他土1011慌を~.*艇泌へj
9 峨総色j:f。ーム8・1係人}
10 '3m色附k
Ht.tホJ;t."ーム1llJ降、、J

Ii 療機(!."'I'lねばねば
12 'liJliS色。ームお入fJ，if..lu:J')

時 司馬鋤色'実質J.:.C1IJrt<*.wiκへ3
" ~、色。-/.
15 寮縄色t綬 l!~:u.ヘ】

1m 

111-50図 I I~ . 探蝉形町土器であろうが.回総書Zが欠けている.地文に単節的斜縄文が施され鎖

都li太い沈織により凶つに区劃された四角形町文隊となると』昔、われ犬木8b式的時期に比定される

ものである.2は単節斜縄文のある底部で， 3は錦糸庄痕による鎖状町文様がぬき札ている.

111-511盟は.撚糸庄疲文土器(1. 2)円筒系主器(3.4. 5)に分れる. 21t.口織が彼状とな

って外反するが.この鍾の土告書に見られる織に回線内側が厚〈なるニとはない. 31:口織の厚い隠
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2 

" 

I!k .. 。 加n

111-50邸 3号フラスコ杭ピット出土i!物 凹-511盟 3号ヲラスコ状ピ yト出土遺物

帝にI!!!糸が押されているものである.4. 511伺節上層式土器町一般的な弁状把手舗であるが，4. 

5の陰帯{枯土紐鮎付)的文僚は，ヘラ状工具によりJ11みで. 5は撚糸文で』うる.

(4) 4号フラスコ状ピッ ト

3号ヲヲスヨ状ピ， ~ の1tI. 8 Fグリ ッド揖10号住居跡的穏に発見書Itた.上郷に大きなピ yト

があうたため.ロ縁部l:t.はっきqしないが，療部径回cm.底径 257co.深き 168cm.顕長虫畑.

現荏町制飾的形状11.やや.ふ〈らみを持っている.充嶋された土壇li.上部は然色:t..底部中央

制ニ焼土.炭化物， 峡等的土岐.土器削怜概していた。また厳郎潟隅の厳に網十代絞めムる土器{す)

が直立して出土Lた。

出土 遺輯

土鍵 (111-52鴎1-2.Ul-53図1匂 7) 

Js-52閲111，回線識が外反l，.，捌部が少し張る!iI!鉢形土縫である.腕部から上に文線司障があ'). 

文織11粘土級を鮎付け.その両慨をt宮糸庄痕を施して楠成している.文様帯は閉じ宜機構成四区画

されているのまたその中で吸も広〈区歯された部分lカ所(図左側}に撚糸陸軍軍で山形文を摘してい

る.2も附搬な縛形をなす.ロ鰍都に四つの突起があ').その突起の聞を紡土続を弧状に貼付け.

そ向上に燃糸底痕文が砲されている.飽には斜縄文が摘されている.円筒上層c式のも仰である.

nト-53図lは.ロ綾部が逆r< Jの:tに内皮寸る担軽鉢形をなすものであろう.目録に二段の層、体が

肢痕され崩却11斜縄文である.2. 31!浅蝉である.4. 611円筒上月号式ニt苦手である.51ま井状把

手内部分て・Iと向績のB主体的庄司町文が錦きれている.賛褐色をなし焼成町良好な土緯である.7は

いわ申る北館果的土緑町口綾部である.
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。 lOcm 

01-52図 4 ~フラスコ状ピット出土

遺物

畿a ~す
婚前 零。
1lI-53l:!l 4号フラスコ状ピ yト出土遺物

(5) 5号フラスコ状ピット

9Fグリッド第13号住居跡内にあるも何で.ょの住居

跡に付属した総設である こ とは明らかである.規模I~，

口径76cm，底II286X 2e砕mの楕円形.里H長54cmで深さ

17批・である.住尉跡床面よ')121)，m{立まで黒褐色土で.

炭化物， i!物が見らt~. 赤縄色ロームが覇軍〈はさまれて

いる.これは土峨が充噴きれる附に'"抑制l雄務盤による

も町で品ろう.深き 12()cm以後.中央部に焼土.炭化物

および灰等の暗紫色土の浪人が漸次増し.深書 125<:削除で

炭化した胡続.石ベラが出土している.深さ ISOcm位から壁際にJII原石.遺物が多〈出土している.

([1-54習でもわかるように，土は7ラスコ状ピ y トの中心部に捨てられ.そニから腐闘に広が勺て

いく機子が地層的流れから判断できる.それは出土遺物的出土地点からも理解される.底部平面白

に遺物の出土地点を記録(これは底爾から上3Qc.依までの出土泊点}してみると.記入できるよう

な比較的大きい遺物は祭にi止い掃で検出されるのがわかる.ζれはζ円邸分に意図的に漫められた

のではなし ころが9込んだ結柴と理解される.源寺 141J酬の所から.赤色町櫨子を発見した.こ

の綬干の包含層I~焼土. 阪等を含む伺い層で. 種子はこの中から.線のまま極ま~ . 後干のみが賎

ったような状態で順序よ〈並び，それぞれプロックをなLて陶土した.後世.アリ等，その他によ

-50-



I ~‘色土 パサ，吋

2 喝.色土砂.唖混入ややJ，'J 

3 111網島色1:・k貿様化崎含(;
4 精鱒色;u，w
5 縮織色Sヒ硬質

6 ・6色ゑ・k'lを.起を~" ローム

炭化物含む

7 訓告側島色土欧健

成化鋤多.に含む

8 調告処色:1:やや須賀
焦土含む

主

Q 

β 

111-5-1函

、

③ 

調~13~t主膳飾保面

9 悔色企奇臣賞， 0・・ム且
続£含む

帥 !II色:乞やや硬質， !炭化物含む

11 !II色ごt帖侵.. ぃ

o 
(5) 

063 

事ヲ
@ 

e 
(~ S 石。 1m 

5号フラスコ状ピット平面および断面図
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。
m-55図

S号フラスコ状ピット出土遺物

- 52-

ってjJ:ぴよまれた形跡1:1土層.そ

の他からみて会〈考えられないも

のである.なお，発掘調議(ピッ

ト内)後. ニ伺ピットの中に金

属製由紀温濃度計 (7日巻.NAK 

AASA CO. L TO. No.9828.温度

-20'C-40'C.湿度。%-1∞%)

を入札て絢べてみた結果.外気の

変化に関係な<.温度15・'C.l51リE
93%と一定であった.

出 土 遺鋤

土絡 (問一旬開1-丸 山一'56図

1 -6) 

111-55図11:1.フラスコ状ピァ

ト町底部よ ')3Icm.2は2cm，3 

1:1 4棚上部から出土したものであ

5cm ふ J1ま.ロ綾部が大き〈外皮す

る濠鉢形をなす問筒上層C式土穏

である.凶つの弁状把苧があり，



それに締状突起が付けら11.ている.文様司~(孟騎部内上半まであ~.鮎j:緩め貼付に撚糸底痕が施き

れた隆晴?と.その附，角形的制突文によってt腕されている。 21拙 体て・小形のも的て吹きさは.

口径13.&m.高さ 5.5聞を計る.口縁部内:丈路Iま撚糸庄痕で栂成され.六区画されている.撒糸庄

痕は口織に平行して三条縄文されているが.ーヵ所だけ下町ー条が'古略されている.31;1.キャリ

バー量出向深韓で口織の文様体1;1三区画されている.ロ縁に溝状的無文郎がつくられその下に山形的

経帝が三ヵ局

に集められ.

積慌が撚糸庄

痕によって縁

取りされてい

る閲民ある撤

糸庄痕の懸垂

文と。その下

町渦巻文はこ

の節分だけで

ある.

111-づ6図1.

2. 3. 51! 

f需品庄痕文，

4 1:1.円筒.

6は沈線文土

畿である. 1 

1;1.大形の古車

齢的舟状把乎

内E 部てコ 中

熱湯J
‘ 。 '"・

RI-SS関 5号フラスコ状ピ yト出土遺物

央に丸い穴がある.上部はJ!f.<無文町部分は，よ〈圏普かれている.撚糸を弧状記交互に鹿痕したも

のである.2は.I置形の1器で.口縁に燃*'庄痕のある綾形的隣帯.下1:1.締問形町庄痕文を中心と

して，文織を情成している.3は.キャリバー形的口線都でロ織に締長い情問形町庄担置があり， 細

い俊帯による三角形的区緬を.同じ位の太きのJ盟晶で度疲して文機体的中央に同じ乎法で;晶巻文を

縞いている.撚j駐在換ヨ;としては，末期的なものて'ないかと推定される.土器内耐に多量的炭化物

が付着している. 4は.阿鈍糸町土官接片であるが.，量帯1:1:.;I1J織による;I1Jみがつけられ.その中に.

刺突文が織さ抗ている.5は，浅陣で。口融に滋形の柑土鰻が助Hけられそ町下に二条の燃晶A痕

1:1.鴻が締悶となると思b托るが.下に二条町学問的プ1)ッジがこ震に庄飯事れ.ループ状のA痕
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文机土器屈折郵.上に絡されている.

(6) 6号7予スコ状ピット

第6次績表的AプロックN地区.北端的鉱自属医に1主凶跡とともに宛見された. ローム面に検出き

れた多量的焼土を調進中.娩止の下に概IIlLたもので，二円焼土はピット人口(上部)に捨てられ

たものと考えられる.ょのピッ ト11調査期間等町関係で西側串分よ，)JII'世していないが.人口銭8l

帽の円形で頭部商68cmと長(. 二段にな~.高さ 152l:t> . 底t!2(泳"のほぼfll影であろお底飾付

近崎支域主は綾土， 炭化物.ロームを含むプロック設となるが. 人ul&ょ q釣 llOooの穣きで.~

つ的たかのように土器 (片}が倫てられていた.

出土 遭嶋

土鱒 (Uトう8鴎1-

3) 

111-58鴎Iは.四

つの弁状把手をもっ

様韓同杷手向車事分的

土理署片である.この

杷手と把手町中間に

純土を貼付け枯主級

を~下し その内閣!の

折返し1111歯状にし

て.頂8sまで上げ.

-t-九を右側にも閉織

に(1)かえして文篠

をつ〈っている.-二

れを一本内枯土扱で

持二な今ている.こ

向上には縄文，.，~也さ

れている.2も司主総

竹管て号11葺いた織な

沈績が口縁から緩に

.きttている口縁飾

的磁片である.3U 

無文の口階部破片で，

頂郁が平である。

' ‘・‘・・ 6・・z・‘.
喝 .・司"、"・・・. 01":1"1. . ，. 
・銅剣‘-， . ，，...・
。“・‘・副...・e・....1全身，
"_H，・川・.‘'. "・，.‘・・・・_...，' 
.. ....1‘0 ・・・1‘ ・0・・e・・、、"・・，.、0・，
• ..... -1‘崎 川・"
H・0・““.

m 

111-吾7図 S号フラス::>Uピッ ト紙面図
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10-58凶 6号フラスコ状ピマト出土遺物
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111-号911!1 1号-6号づ予スコ状ピ y ト断耐形状図

フラスコ状ピ yト出土石器・土鰻晶

石器

石歯車 (回一ω凶1) 
5号ワラスコ状ピットから出土したもので硬貨頁岩である。

石ベラ (111-60図4) 

5号フラスコ状ピ yトから出土したもので硬質頁稀である.

'飯石斧 (111-60図2-3) 

21;t 3~きヲラスコ状ピットから出土L ， 砂緒である. 311.1号フラスコ状ピ yトから出土したも

ので泥岩でつ〈られている.いずれも欠偵している.

主製品

三角形土割晶 (10-60図5)

5号ワ予スコ状ピットか均出土Lたも珂で骨辺が多少.内湾L.正I両に不規制t二四つの刺突が斜

めから砲され.背面11<ぼんでいる.色調は明倫色である.
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石二盗
m-吾O凶 7ラスコ状ピ y ト出土漬物

4 

ま とめ

7ラスヨ状ピットIj.一定長の頭部をもち.それにつながる胴慨が末広がりにな?底部がもっ

とも広い部分をなすピ yトとして認織され。その縦断面にあんbれた形状がヲラスヨに以ているこ

とから.フラスコ状ピット と呼ぶことは前進したとおリである.

下堤遭跡におけるフラスコ状ピットは.上認めような形訟をなし.口縁から筒.tItの豊臣部を続て8岡

部につながり.底部Ij円形または緒問的平面形告企L.浅い鍋底状をなすものもある.~ (駒鱒)と

底部内なす角度1~llll'45・ -55・を示す.下堤の場合と非常に近いj障をなす2草刈沢貝塚町例'~60・で

あ'/.頭部67仇・ーIα固と長い.この遣いは7ラスコ状ピyトを作る場所(i量跡}的地質的条件によ

るむのと考えられる

一二のピット丹作り方.描'/方およびそ肉用具などの観察を試みたが不明である.ただ頚部から腕

部にかけての付近で凹凸のはげしい状態が観察できた.

ピッ ト内向土墳は.幾土.炭化物.灰等を含む土壊がプロ ァ7状に堆概している.ζの7ロック

をー行為と考えると.第6号フラスヨ的場合は少な〈とも11回以上の行為があゥたニとになる.(一

行為とはl司じ土壊を何回かにわたって短時間i二埋めること と考えるLこ町一行為.一行為が連続L
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てフラスコ状ピγ!を照的たLのか。その行為のl聞に相当何時間があったかは不明である.ただ第

lサワラスヨ状ピゥ1.cn中間部から出主した土器片と 底部近〈から出土した土器院が問一個体で

あった.

フラスコ状ビ y ト伺あゆ方I~JlI跡的中で群をなすもの.住居務内にあるもの.その他が品 る. 下

j晶遺跡的場合は屋内総殺と考えりれるむ町が13号住居跡的5号ピッ ト.8号住居跡的2号ピァト.

10号住居跡的3. 4号ピッ トである.1号.6号ピ yトははっきりしない.またζれらのピ yトを

金て尭椴調査していないので.明君できないがピゥト内的土壊のあ 1)~方 11 1'司 じ であ ろうと忠hltる.

ニのI里訟の仕方が共通しているニと11.用途を考える上に大切である.現6'まで.フラスコ状ピッ

トをfrむ。いわ曲る袋状ピッ ト的性憾については土積書E，貯蔵穴.住勝勝などと考えめれている.

下堤遺跡舟場合型E穴fi，底跡的中に作られ.底内崎訟のーっと考えられるので{主腐とは考えられない，

他の土摘纂か，貯蔵穴のいずれかであ与う.W，内で土割高纂の伊jは~刈沢貝塚がある. ニ こ ではヲラ

スヨ状ピット町中から人骨.犬骨が出土している.貯麓穴で品るという例は県内にはない.しかし

貯議穴でないという積極的な意見を裏付ける事実むなも、そこで貯遜決として活用できるか否かを

判断するー資料として(lU-5-1凶)ピ yト内的滋温度を測定し丘町である.その結果，ピット内向ia

iI1肢は外気的変化にかかわりな〈ー定であることがわかった.ニの結集は貯蔵としての機絡を考え

た場合.高湿度であることは具合が悪い.食物貯蔵のl1ii理l:t食物に絹閉.カピ.事虫理事的発育，侵

入をI!jぎ自己骨解を止めることである.二内観点から考えると90%以上町滋度は不通といえる.し

かし.この地域では冬期間的貯蔵の方法と して土に穴を織って.野菜などを貯議する例があり.貯

蔵穴として使用しととすれば冬期間であ勺たであろう.冬期間的自1il1s'11年簡をとおしてもっとも低

いこともそ丹裏付けとなろう.

5号フラスコ状ピ yト内木皮肉C..年代

測定飽 3鈎伯106BJ>. 2似OB.C 測定番号 G.k-4706

II!‘節 下堤通路より出土した発芽タデ種干の走査電顕によ事形m的研究
~県安失・ 藤 沢 t覧

(岡山大学農業生物研究所)

1972年7月初日に秋岡市教官接員舎によ今て尭嫁された話以比106年前{本縫教殺がCl4年代繍定

法で同一層的木炭片的測定による)円縄文時代中期的位殿跡のフラスヨ状ピット内で 14()ca下ょ。

発抱された峰子をιt綜とー緒にビュール栽に保脊したところ4日後に発芽して世間を111かした.幼

織物IH止岡県農試で裁埼きれ.大部分がハルタデ.少般がイFタデと械認され.その腕業標本と発

穿後余円明干約70飽(IoC保存}および次世代鰻干を笠原町元に送らtt.その緩干の形態.発:jf.. ~主

背の状態について再調迭を依頼された.

議機1~1973年10月岡山大学農学部における日本作物学会第 156岡高時演会でその般干の続続 {実態
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鋭敏jJ!)とIS'Cでi曜帯した純子について。翌年 4-6月における発芽状態とその幼机君"のiJIM査に

おける生育について椋告した.

その発苦手Itきhめて迅速であった.すなbち置床2-3白後に大部分が発穿したが?新し<1需繍

した新純子は休肢のた的 l今月間で発事Fしないか，また3-189石町発芽にすぎなか今た.古い:11土

附子を47総輸銀円結呆.最外錦町が〈 被はもとより厚いクチ7ラ膚が消滅で簿〈な勺ん果庄がほぼ

会面を砲うものが11%.残 1)89%はほとんどが内部内i尊い鎗皮肉みになっていた.そのヲち，が〈

と畏皮肉部分的に銭る島町130%.県庄内一部が残るもの34%.情庄のみになっているもの治合5%で

あ勺た. 7チタラ耳習を欠〈ので吸水が早<.そのため発事Fが早〈なったと考えられた。またJEの先

端が痛んでいるようで幻憾の伸長がき hめて不長の異常発芽となリ.後に刷限が出て生育をつづけ

て約半数が正常に開花結実した。

1974'l' 5月再度出土の残余陵子10枝を置床 したとよる3日4ままでに6祖が発穿l.前年同線異常

発芽であ1).移総後に3絹物体が正常に開花結笑している。

ニーニに出土様子町制御状!lIを符し〈しらべるた的新種子または層場内銀土タデ種子主どについて

走盗電子顕椅鋭(TSM一号OA型}でしらべた.

調阪 櫨子1IIj二地点t左衛食傷色丹処土.!Rlt輸をJ<含む帯でタデ，.続指コたにばらついて織らていた.ニのピット内向r!:
J%lilS'C，櫨).1:畑%は外気が型化Lてι一定していた
〈ハルタデ'iI;葺電蝿写真の誕明〉

“ドO~新世" (尚北横手向次世代}と脚司帥111士吉輔干の比綬

川栄皮タチタラ光沢で滑らか )(20白j醜階I分処療でクチタラを熔かした揚高度繁簡 ><500 (3嚇暗処理でニつ

に分れた朱庄の縦断I!Jと畢皮町内.11;よぴ幾度.櫨底的表面 X4曲 {斜飛成断術的ヒ ，ゥタン彩jI!睡眠 x7却

(5)祭皮肉署長衡から見た内望号車線瞳Jl 1< 1(刷 (6~7)検&丹iIi師 x3凪時叩 (8X9)同信大 :x )7，臥 XlαJO11'向

感乳 xl拙)111)111土古健干 ×却帥1削担した幾鹿楠阻伺いろいろ 同師 。。ー事的鉱ヲたで簿い耐え輯胞摂が昆

句れる内袋皮に追いとニろ )( 15岬叫同t支のみ舟b州大脇分}の議i舗でー邸調終成が付靖ずる メ草刈 岡崎庭内掴

拙 xl250

L制時(1973)**11ハルタデ種子が問alsj1(PH4，2.有限炭窯36，2%)で池袋よ，)おcm下て''20年後

にも179活発事n，億干の庄11外鋭上完全によい保存状態であうた.しかしmineral却 il(PH6，5.有
機脱紫4.6%)町l里土でli柴庄がこつに分れて騒が露出する結呆死を招いたと古う.

筆者ら も1-霊童年前に務下したと思われる踊場内土1-5""層的サナニLfT 184t立とイヌfTlO

鋭的畢突を乾:t220gの土中より検出したが.が〈皮Iま現存するものとかなり消滅するものがあ札

畢皮肉光訳も消失Lたも町が多いが.クチタラ層はまたよ〈 保存されたものと幾分そ仕がな〈なっ

た状態であった. そして果庄が消失して樋庄内みになったものは E粧もなかった.またそれら一応

外l~で祭底的光沢町よ いものと光択がをいものじ分け各20総を26'Cに置床したがI 鋭む発努しなか

ヮIc.'ilIi土l川下では. タデ種子は数年後円(;'" b発芽した粒もあうた.

• • ). Le刷 5(1973); Lon酔W印。fcrop and weed曳eedsSU1¥1i'ial o( ihe却 )'earsIn叩il.Wccd Rc詑 arch時 l

13 !叫2 )79-191 
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M5箇 ハルタデ，イヌタデのllfに古車れるシaウ厳カルシウム結晶パターン柑00年前のl!手J旬、

勺発事fLたもの.車ぴ現在の問機摘鞠について

嶋本止。郎 '，;';r:J;軍fトJにγ}

弘拘過去にJ;ける一連の崎究会・ら.111拘Cj;'I'に存ιする結.f/.tI.・-嶋叱骨肉ハターン解桁h'.同拘
"'1. ，1iI. I干の畑帥関係!-究明するうえで覗~~.彼拐を畢す二 k at. もはや何り提示余地b' ~'、・

従って. 結晶件慣例r~叶内符併を 1λ晩した r~r，物品純白じをつ〈るニと tJ.必裂と忠わHる

ニ此に関連して.タデ刷物"'~に合よれる ...~ヴ椛カルシウムt占J，'， t~ 'Jめtt..約4ω0'1，1111. r~ 

自民Lていた111，チかり首Jfl.た駕に合まれるMJ古，.，ーンと.税引1..))血1j(1: 1:1'1 l.ている刷物的地l二

台まれる結晶パP ン的111迭を議べてみた 問題"'~下は縄文中則的. fkfs県， ~堤遺跡J よリ .

抑12苛8月に尭泌さ札たもmである.ζ的処t-:!.ハルタデとイ Zタデの14(.で. 二札から1:t~1. 

K曜を収集ι実践に'"いた.現在.同遺悔内電揃現場付近に生育している1.)傾向続格も比較文身的
ため収接した.紺侃パタ ン11.著者が.IJ't;した ，I~.，物領事也低品プラス:.，.灰化法』によ q てaべ
.、
'_' 

A 

C 

B 

[1M 1] 

イ，.11'内提唱11;含まれるシュワ峨カルyワ

ム結晶.

A.40∞年前向f>!，(.かり世'Jfーしたもの (Xl∞) 

B.現在的も円 (x1ω1 

C. (x '"剤、

， :八ル7 1'. イ7- 7 テIJ:.どちらも金千織~~町晦品を含み. 4∞0'ι劇的もの事中町集品町Jt;(.I.

現犯のもののHH I.~ じであるe どちらも集品 を川成している各制M.典的先締I~. とがって t;'J. 

その情造1:1rユキノン タ併 の植物中町臨Jl，的情逃と問一。あるも・tiJI'常に矧ll:I.している.訓世

対隼とな勺た聾Ij. 主たシムウ厳カルメウム伺総晶体と.!I!.われる小俣な結晶ι宮んでいた
2 :島晶U.主として曹問85.珪びミ主緩81>に分骨している. ~ヌ P ヂ伺需品町大きさは. 4収蹄拘副
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色。

議
義E

"" 
主幹

重連 華寺

^ B 
II耳2J イヌタデの索中μ合卓れるシュヴ般カルシウム結晶 A(xl似))B (x ~OO) 

町むのが15-50ミクロン.現在的純物のも司I>-JO-5Oミ 70ンであった.

以上のように，40∞平L休限状怠にあったI，u干から発芹Lι17タデ.且ぴハルタデ町撲中にみ

られるシ ュ 今般カルyウム結品ι 現1Eの悶 11ft縦粉体中日鈴占~d; 本吹(J~な違い!主主 か勺 た.加 4 る

に 。 イ 1 タデとハルタデに;'tま札品結Jl.がJf~ ・ fiともに悶 じであるというこの事実は.結晶学的な

観点からL.一二円二磁煩町航物!t起源をJr.Jじ<Lているか.あるいは非常に近いところから発生し

たものである.というよとを想起させる。
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Ill-6L図下縫遺跡A地区住居跡出土石銭

1-1飽・ 2-3-4住4.38、39-51を.5-9-61，主 10-13ー?住 14-16-9伎 。L1-18-101主.19-23. 

40-1H!' 24句苫ト13t主・26-21-14俊・28-32-15臨・33-35-16健部-31-1'1231>10臨

様 :a由良・ 石鎗 ー石匙 ・石ベラの笑測図C!1)ングを省いてある.

はアスフずルト付漕を示す.

石室量的( )内lt重さを示す.単位はグラム.

36 
c::::::> 
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ζ二:913 モヲ
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11 
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18 

10-12-4住 9.18- 19-6~ ' 1-2-7住

3-9('主・ 8-I'123EI酎主・17-101主・4-5.

13-14-11住 16-12段 。6-15住・7.1か-16位

nt-62図 下縄遺跡A地区住居跡出土石器
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01ー俗図 下犠渇跡A地区住居跡出土沼皆

石厳 (01-61凶l句 37.01-剥 鑓 1-39)

亡こ〉

1-3(1;・2-'住 6-611.
3、5.I-llf;t. 
8-N23EIOI主

A地区出土町布織で無革問ものが~ぃ. 右慣はほとん ど硬貨貰告で.If..附石もわずかある.

石館 {IIト唱l凶38-39.111-64図40-41)

4.¥1.出土しているが.いず此b破IJlしている.硬質買岩である.

石匙 (OI--ii喧閃 1-8. 間-65簡1-16) 

権~町石匙b'J<礎寝耳岩である.1211つまみが品るので-It;.石魁町中に分鼠Lた.

右ベ号 (111-62図9-15.白-65凶17-27)

硬貨頁告で.倒閣加..(をLて刃部をつ〈。ている.

右箇 (11ト 唱自問 1-2.10-67儲 1-9) 

河原石を策材とし.耐幡圭打ちかいてつ〈 。ている.圏直さIH7g-7401まである.

凹石 (01-俗図16-19.fD-66Il!127-30) 

両面に(11;"向島るもの片面だけ町も町がある.

.石(IU-63飼3.fffー弱庖31)
形向指うた楠阿形的布憾で耐鴻および側刷織が'II'!1)減っている.

..石斧 刊ト弱肉6-8.日1-66図1-26)

完形なむ町はない.石慣11泥岩が最もJ<安山岩.片岩.砂岩.BJ.'ilなどでつ〈られている.
石畳 (01-63凶4) 
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m-67凶 下礎il!跡A地区出土石骨量
大部分が欠鎖Lている.石積Ij凝灰岩である.

その他の石畿 (1U-61図40.111ー制図42.43. 44) 

5(ヌj()1

o ~ • 
._ーーーーーーー」

40. 421:1いずれも東質頁岩で.つまみをもら.^~止の胸部がある" 43.制I!先土器昔時代的右越で

431:1プレイドであろう.44は接部潟型車をしているナイフ形石器て1縄文時代じ必いて刃絡を綱雄し

再度使用されたも町である.石鍵は硬貨頁告で島る.

右組品

有孔右組& (10-63歯5)

両面から穴を穿。た石製品で.石賀は縫灰岩である.

土製品

土偶 (IU一切図 1) 

第6号{主締跡から出土した土偶で下半分11欠損Lている。頭部は丸〈くぼんで.11は粘土を断。

つけ. 目，鼻，口I~沈織で表現されている. 両腕部は 4 ，ドの敏晶で樽圧している..fL部1:1片方が欠

1. している.胸部と哲郎に各二つ穴が!l'たれているが貫通はしてない.給土. 焼成I~良野である.

有孔同級状土似品 (10-68図2)

表裏に剥焚文で1tを中心に放射枚ι総文書れている.復元すると4備に突起郁をもっ土製品であ

る.

三角形土.晶 (mー悌図3-8) 

下堤で1:三角形土事国品が8点出土している.(うちI点、はつラスコ状ピット出土)犬さきによって

2抽 -3捕前後のもの(3-5)と5帽 -7惜前後(6-8)とに骨績できる.311焼成が轟くもろい

もので正面.背画面とも無文であるが背磁は〈ぼんでいる.色調は暗褐色. 4は完形品で，大きさは

一辺30mの正三角形に近(.各辺が少し〈ぼんでいる.正摘には単純な文械を施している.それは

三角形の各角に三角4史的穴が斜にあけられ.それらをま高ぶように沈線が一本綿きれている.穴~;1，宵
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m--68関下堤遺跡A~庫区出t土偶・ 土製品

干ししていない.苛面に文搬はな‘、.表謝にIj褐色ι近いIt科が金られている.5 I~苛編が欠けて、.

てjEiiWけしかhからないが大きさはニ的限度的も肉であ今たと$われる.平らなもので.三辺と

も2.島由前後的jE=:角Jf"，;近いものである.正面にtr.1:他をT*影に貼リつけ. I~J絹 1;11. その頂

点をつつむように鮎土織を貼りつけている.そのi止〈にまるも、小さな穴があけら札ている..I.i.制Iq)

1<11貰孔されているように見えるが右僻のよ うに買孔幸代ていなかったと忽われる.また三角形町

下円前A~に Itij 今 て走る中七、内輪阜のはとれて.その品とだけがれて.そのあとだけが残っている.

4晶土経外的邸分に11.先織の尖った工具で.小さな三角形的側提文を自画文している.色調で黒色で.



表面にベユガラを塗っている. 61;1-辺6個前後円正三角影に追いも町でゐ今たと~.t>れる . 上邸

内二つの角が欠けており.また正面も風化して文様1:1はうきリしない.破っている文様等から培え

て5に近い宜械があったのではないかと忠九 背面に文械はない.色測11糞悔色.71主Jr.角が欠け

ているが一辺 5.5cm前後のiE三角形に近いものである.上部lニー本町紡t副lを貼っている.その下。

中央に小さな穴があ').またよの穴的所側にも三倒底的穴があるが.小書〈また浅いので人為的な

ものか密かは。きqしない.1l'面に文織はないが.図のように三角形に巾の広い申るやかを〈ぼみ

がある.(掃で引いたような感ヒのLまた島角的勝分が背面白方に少し泊。ている.色調u褐色.8 
u下町節分が欠Itτぃobt.5.5c・x7園前畿の二等辺三角形に近いも的で品。たと.l!!われる.正面

にu絡土紐を5のようにT字形に鮎qつけ その上に吾被竹管状向..(Aで舗に剣突した文援をつけ
ている.また図のように姶主総以外的榔分ιも.そ此と平行すoように1"'じ工具で悶Eように文怖

をつけている。また官¥i捌には規状民剖L線を砲している.色調1:1茶柿色.

管状土・晶 (01-68悶9-10)

9は焼成が嘉〈もろい.長さは*'J3.0で.中がやや〈ぼんでいる.色調1:1賞色.IOS主焼成がよ〈
表面はつやがある.縛丸A量で侵害t主的 25<・ぁ').色調1:1褐色である.

覇状土蟹晶 {図版18.13-15) 

.6節織 び

この遺跡では少なく とも22軒以k肉他病ー跡を締認l-.そ的大節分が積イトしていることがわかった.

佑研跡的プラ"'1隅丸方形.情1'1形.耳、鎗阿形などで。rJ-J.，.を様<)1回り込んでつ〈った{主腕跡1;1

少なし比較的プランのしっかゆした鰐4.都7.第11号住駿静からみると基本的な彰は方形と思

h札る. そ九に複il 朗i畠1:1.は 。~ ') l.ていないがE室内崎訟として町フラスコ状ピッbがl号・・

6号車で信怒さtt.確漢に住尉跡内にあ').その往脳憾の‘訟として断定できる向1:1.第8号.11¥

10号.第13号住居跡である.富島町フラス:>t量ピットについτも畠内嶋訟で品。た可能性がある.二
の遭飾は縄文持代中期務.から中:11にかけての時甥 {犬木7b.8a.8b式.I可筒上層b.c ，t) 

であ り.第7号住居跡を除いてほとんど町住居勝で各時期的遺物が出土している.複合ιている{上
邸内動島 1:1.車両に沿う.期 5サ佑腕跡ー第 3 号住居跡，・第 4~手{主I，~跡. !l!17寺住1&跡-i.fl14号U，
属勝ー鄭11号住居跡.南北に沿う.1118号tJ;病獅ー第9号住局跡.11115母住居静-!f!16号住居跡.

めように認書置できるが.前記町二とをJFえ合わせると.同ー時期に存在した住居路町確認は機賓に

検討しなければならない.総体的に院情跨nは古島量的遣に治全曲北への広が叩圭磨、わせる.jftll¥f肉
健闘1:1'輯;1:2<凶m.車種 150m11どであると考えられる.遺物町中に.t;J世H面白土器.書面絢県民高

温跨専から出土しているようなき三角形上製品がみられる.今後.二同時聞をらず.こ守した受涜周

係をも検討していかねばならない.
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第W章下堤遺跡 B地区

官官1節目地区の概観

二同地区iJ.本台地町南西織にのびる.舌状郷にありヨド遭跡では般も織に位置し.A地区より直

線iE織にして約 3∞肌ほど織れている。A.C池区に比べ最も見晴均しの良貯な地区で，市にある

小r，iJj輩 (坂ノ t遺跡}古地とU.奥海〈東側に人り込む沢(水悶)を隔てて近接している。

iIt跡的範凶ii.南北 lωm.東西 120m伺純凶I司にあると巧iえられる.出土遺物は犬木10式期圭

主体とする縄文時代中期的求離に位置づけられ.住陪跡的プランはA地区内U:館跡に比べ小型化L.

炉は縦式炉問形態を持ち.住E号，，*i!5車f確認している.

112節住居鎗と出土遺物

534..1 100>住居跡 (1V- 1~) 

ニのグリγドから発見された住居時i1経265mのはほ阿形に近い形をなす小形のものである.ロ

ーム誠司掘り込みは150・前後で.床面i1硬〈良好である.

炉(1住繕跡的商よ，)にあり.埋襲と.そ仕に接してコ町字形に川原石を配置した.いわ曲る彼式

炉である。 埋設的周回と石鶴い町一部に焼土が品り. また段畿内部より多〈町木炭が検出された。

粍穴l主主なむの4傭(不規制)と。1ilI!itl.l.びその近〈に9傭恕的られたが.全体として浅いもので

品る.

また北西!¥t付近に2錨伺滋石が叢べて置かれ.東側にはI倒的川原石があ1)近〈に覇軍ぃ焼土が見

られた. 他に床開lに捜して:t:鑑片が発見された.型車重圏内.;t~i阜大本10式士骨量である. 蘭ニtかち炭化

物が多〈検出された。

出土遺輯

土棒 (1V-2鴎)

口径2相、を測る1怖がやや脹る様州知主将である。 L目的単節斜縄文内地文を耳附して.rC， 
宇.進rCJ!宇状文を単位とした文隊総成である.日間下半部には滋状内回線がめfっている.器療は

比較的覇軍<.胎土 ・焼成(!良飾である.

526E 10住居艶

ニmグリ γ ド走中心に発見された住居勝はIi認さ仇た~よリ継定すると 。 略々 3.5m 的経をもっ

阿形的プランをなすものであろう.床開i.1比較的軟弱で，南自主は少し不明維な所がある.北西隣監査

から内館床面に同1今て.漸次傾斜する附所i;1.第2次純益で縫飽きれた1112号住腸絡の施設と何様

な住絡をむつも町と居、われる。

炉は住康跡的南よりにあリ. 衛~tl京国. 東西 IOC同， 採さ50cmほどのピ γ トと思E置からなっ てい

る.ピット内に川原石2倒があり.いわゆる懐式炉と呼んでよいも町であろう.娩土iiJ11!1l丹南限1)
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に少しあるのみである.

明
_._ 
自

柱穴11南西附にl制緩認しただけである。積士から燦製右静1.石鎌2.それに犬木10式土骨量的

土器片が出土した.

出土遺抽
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四~
1V-2図 534) 1似事。陪跡出t:遁物

1V-3凶 534)10. S26l>10住紹跡出土漬物

土鵠 (IV-3関}

2. 31:1同一個体的土器で211深韓形土諸問回線

飾である.都設工具によ。て混本文が織されている. 器厚11比続的商 <. 胎土にI~A喫をJ量に含

む.411.警漕縄文をa・Lた土脅で.文館，:rc.J字.tl;に展開すると.t!!hれる.
542.J5住..事 (1V-6悶}

第五次で調ました.大本10式的思議をもっ534)10住脳陣内期制で.同形プランを3!.する証径約

3.4m ，，>.ローム磁を15-~mlli リ込んで竪穴をつ〈ヮている小拠織な住肘跡である.

炉11住居跡的中心より多少.北側に位置し.燦l!tに織してピット(t王60X深き3欣・)と河原石(!聖

誕)Cm)が立てられた状態でne.書れている. S34) 10住陪幡町よ うなコの字形ι右を配した11式炉
てで益

ロ

r 

A一

• 

4‘ 。
JV-4悶 52唱EIOt主騎路

J 

2・

一73-

ではないが.1I式炉伺ー形怒と考え

られる.住穴I!三つ確i!L.課事20

橿前後の浅いものである.健lニ怯穴

と 守えられるピット Ij発見で~なか

。ι.床面は制〈良好であり.保に

摂して広範凶に焼士と炭化物が倣柑

していた.I里畿内部に炭化物.却t土

が拍勺ており大木10式的土器でみる.

B 温良に鎌Lている河原6の他に石等

的自~取られたlKilU認められなか

。た.

出土 遺物

土It(1V-7図}



11.純F修理想炉的中に遣さに

月IHれていた土著書である.

制 F事郎1;1欠鍋Lている.目

録制が務干外反L.，n可部がや
や級品深跡形町土訟で.文蛾

1;1 4単位で椀成幸代.地主同

LR向車節鎖縄文を大胆に園陸

十

o 1m 

~ 

A-' 

。 ，1>・

1V-5fi1 526E10l主婦跨幽土遺掬

A ⑫ 

"均

4P 
③ 

' . 
0 

1V-6菌 542J 5住掛跡

『司、

)1 "8 

寸

.. 

消して rSJ字状文を階方向に展開している.縛穆は樽<，1I;:tI~鳥"であるが邸分的に』眠色を併

I.lている.

5 33.J 10住.跡 (1V-8凶)

分布調査の際発見された533J 10ダリヮ Vの礎と焼土が.住A，;内向b向か舌か穫認すべ<.上区

内側534A10グリッド直ぴS34A97'リフ1'.主調533J9グリ ッドを鉱強L調盛Lた.調査町締

梁.!里会する2続的住居と理復員戸が見つかうた.533J 9グリ γドの1主崎f:A住居.534A 9グリ

ッド町住居をB住居と仮紘するニ と巳する.BI1A内旅を自民リニんでつ〈らtl. B住般のほう飢

A佳昭よ1)新しいものである.1.1<制的レベルIj，B住居的ほうが低い.J型複炉付近と その北側向.
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'*は懸<.喰もし勺かりしており 舷実にずラ

ンを把鍵できたが.A住居のi輔前総分は.日そ.

床軟弱肉ため。プランがゆがんでLまった.ま

たS34AIOグりッド南側にE置が見つかったが.

そのゑlよるliI白]から.A丹銚肘町む町とは考えに

〈いものである.この続分も.はっきりし主か

っと所であるが.上述Z軒町住居町地に Lf会属

が切りあ..，ている可能性がある.盟主量嗣は.A 

f:~騎に{守主ヲもので， 大木10式期的深鉢形土持

が使用されている.焼土町健闘は東商55cm.硝

北部側.)草寺IC嗣でそのほぼ中央に底部のない

土器が.口織を下に埋めてあった.焼士中には.

灰&ぴ.思褐色のす占伎のある土.棋の混入が見

られ‘かた 〈しまっている.土骨量的騎簡に111

c・-1. Scmrl!で.比較的パサパサした巣1正色の
土が.廻今ている.S34 J 10発見町小{主脳同t里

畿でむみられる現t<である.Af:芝居町1J.獲では，

完全に}絢せず.所々で娩土と接している慣が。

多少円相呉であるが。533JIOグリ γ P 

ド肉眼と娩土IjA位射的康面よ.)浮い 且

た状態にあうた.健土はill入物が多<. .. 

軟らか<2次的な堆険と考えらftる。

この地域で古付土鵠が品土している.

出土 遺物

土縛 (1V-9.10悶}

JV-9図I;J.日後31酬を測る襟鉢彩:t A 

訟である.R Lの単節斜縄文を機消し

て横方riiJに rSJ宇状文を袋路する文

様締成である.胎土J;j良好である.

JV-lO悶1. 21卓様蝉形土昔話的円検

部で。口総は撫文慨に'"・今ている。 縄

文(jR Lであ晶. 1 Iま深林.0土絡のE軍

部破片で.凸織をめぐらし.下方には

• 

JV-7図 542J 5紘忠勝出土漬物

~ 
白
t 

， 

+ 工B

Ja壊、-
B 

A 

J (，) 

A私動履物~稼
1V-8凶 $33 J 10t主賠跡
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JV-9fi!1 S33J 10住居跡出土遺物

2 

惑D
， 

51-1nVt-JZe午;;p門
出る終日 人 司 v ペ" J J 
hjが川公;vhteJ斗守 口

5 M M合:~~'.\':持J 6U

"刷
IV-lO節 S33JLO住居跡出土遭物

J携J民文が織されている.5， 611深鉢形土

器町納部報片でRt，内単節S<f縄文的地主を

勝消して文総を褒11¥している.

下堤遭続白地区出土温効

士舘 (IV-Il!盟，12悶1-4) 

IV-ll1却は台付土穏である。体部には桜

餅斜縄文を婚している.IV-12凶 1，41! 

涼鉢形土i憎の胸部破片で， RLの単節制縄

文をJ童文とLて商事消して絡されている.

2は様体形土器町回線部で口織は無文-:fi

である.縄文I!L IIである.

下寝遺E車白地区出土石器・石製品

石器

麿盤石斧 (IV-13図1-2) 

B地区出土的石器I!非常l二震が少なく.

/1， 
γf一審.

5ao 

IV-IJ図下拠遺跡白地区:11土;n物

開 凸自

し一一__j酬

4 1km 1V-13図 下塊遺跡B地区出土石綜布製品

IV-J2凶 下機遺跡Bl也区出土遺物
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JÏ'!製~ï岸2l!.であり.いずれもうに傾している.司rit~'t 1 ，草花岩. 21!Jt場である。

石製品 (1V-131酒3)

縫灰岩で貨統色を皐l，両側給iil&1ニjlJみを馳iしてあるが用途ははっきり Lない.

第3節績 ぴ

i1i鋳1:下槌古地でー帯雨側に)， 11.舌状に廿J凶にのびた白地舟先端部にあるのこの遺跡か均は住

崎将5軒嫌飽き此た.その大ききU直1t3m前後を:t~，事自首形 tま同形みるいは指向彩~ .. ~.. L.炉

の依湿は慢よりιあ勺て.ぞ舟偏迭は簡単者石l揖ぃ炉内外に土縛を域的るいわ市る積式炉でみる。

時j闘は大水10;!:Mである。 j且荘内とニ ? ニ的遺跡かりは住結勝以外的遺構は1>1!~~此てい念。い。 T

F..谷をへ1;てた南湖I~ こ九 と同時期的収ノよilï1!F A がみ ?t こは土岐鮮を中心と したi宜野でゐ リ 。

そttと附i圭ずけて考える，，y裂があろう.

住続悼の積土からは土器内量が少な(完全な土.~~は炉内外に埋拘た土f.~~J庄である.ニ れ と 対

象的に土結綿のある板ノ土遺跡AからI~ ~止の土縛が発見さ抗ているのでゐる。 以上司 ことから.

こ町時期になると土訟の続媛租ぴ土地利則的仕方に事~fむのあ勺たことが予J.!.t~ 抗る内である.

二円遺跡的随l圃は遺物的出:~・状態から見て東西約 100m，南北関m再ôf!量 と 唯定~h る.
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下塊;11跡A.B地区rt服飾嗣時一覧袋

住肘N. プ ヲ ン 炉 時 位 置 後 土 状 態

号 問 丸方形 Ti 樹 t戸 ~， 

* か内北側にお平
2 号 不 明 理且 Z量 炉 南 司旨 良野 {厚きゅ0・}

3 号 隅丸 H形' 地 床 炉 北西寄り 補問状

4 号 隅丸 方形 望且 11! 炉 ~， 央 円形iこiり[~8-12cm

s 号 不!.'!隅九万形 お 笥 炉 北西締り 5個ほどの厚きで.まばらに分布

6 号 隔丸方形' 地 床 t戸 京商務リ E方形に摩書4-5cm

7 号 隅丸 方形 石 聞 炉 市 唱E 中世と北記事。に分布摩書5cm

8 号 隅丸 方形' 地 床 炉 中 央 円形に少量分布している.

9 培 隅丸 1;形' 知E 割匝 IP ;t 署干 円形民多量に分布厚さ6個

10 号 謀格問形 埋 重量 軒 中 央 台1止に骨布.良鮮で硬貨であQ

11 号 隅丸 方形 石 閥 lP 車 寄 娩士211iに分布している

12 号 情 内 耳3 右 閥 静 車 寄 少量

13 号 不鰐隅丸方形 石 四 炉 市 寄 ') 中央を除き.1易量に分砲fずる

14 号 情丸 方形 )j1 寝 炉 北京帯リ 多量に分布する.I草書5-8棚

15 号 不騒楠f11~ )j1 現 {ji 4じ E事 I~形に 多量tニ骨布

16 号 桶 向 青主 望星 習量 軒 先 t骨円形.中央部')1ζ多量ι分布

17 号 不 明 地 床 研 11( 官事 問形に少量

N23E10 不 明
百聞炉 良好

住居 跡 石劉+埋Il(A)

N13E 1 不 明 t且 褒 t戸 1'1形に多量に骨布している

S 6 E10 問 Wl 

下堤遺陣 B 地区

住53梼4J 1跡0 同 形 石 {鋭劉式+思会戸)鎌 世量 司自 良鮮

S26EIO 問 形? 娘 E量 炉 術 a時 1) 
{桜式会戸}

S42) 5 問 Jf~ 地 Z式E 炉
{限炉)

;t 都

A 輔阿形' 聖量 襲 餌 央 円形に多量に分布する

S33) 10 
B 梢円形? 不 明
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MV. 下堤遣隊 C地区

鱒1i節 C旭区の概観

市j返したA地区より真東へ約割苅同地点を中心とした地蛾でめる.)1{から樹に鴎つの舌状台J量が

伸びている地形上にみ遣問I~分布して いるが. CJ也I買は南北に人'J込む沢郁であり.A.白地阪と

1.1典~. t) . 見I~ 均 L肉悪い地蛾郎に占地している {第 1 -3 図1.

iIIS次iJ111fによ。τ.本織広が土銅器を出土する遺跡であるニとが暗Uきtし その範閉1:1草画80

m.南北 120mであるニ とが明らかにな勺た.

潤ft地区向指呼U:表土(腐蝕1..lfI L樋l.茶褐色土{第2層).ローム糊 (地111lでA.白地区に

比べ1!fJ!j!lt薄〈な勺 てい晶 . 般車摘にあたるN-8 およびN-L9グリッドでは急設に沢部I~傾斜す

る地形て・ぁ'J.~ 2 層的下に 。 書\3柑(i黒鵠色土.Jr1.き48酬).銅4層 {帖'ltl'!色;1:.J!7.さ21<1111が

みとのられ.第:l. 4 JIlからは縄文中期~後期にかけての士協Hが償かではあるが出土している.

本地区もA.B地区と向憾に.守電.小il本が生い茂'1.ft'l'に繊勺て主取リ場となっていたため

上場ιむか主ゆ拘担Ulがみと的1，1し 符に住居時を検出Lた主西崎区で11.oーム層上面まで土政

リが行なわれていた.

112範 住居緯と出土遺物

!Il5次潟炎で検出した土鮒停を仰なう竪穴住居跡であo. I 崎町みN-7.N-Sグ1J'.1 ~.にか

けて検出した.南北4.08m.船田4.03酬でほぼ正方形を呈L..j.主昭硝械ti約I札40γである.東射止や

や』じ寄りの個所に置き L7m，'f'均幅反畑、 {鑓出L部3酔・.n!t'2&:m)円突出した健遣を宥するカ

マドが付訟き札τいる.カマF繍鱒u明らかにできなかうたが.:tn偲ι1:1径約1m的問形プラン

町縫土がみとめ均It. 厚さ 10-15<>>. 鍋雇量4主的扇面を塁Lτいる. 糧道f1~を口よ 。“園地点でs荷主

にふ〈らみ.IIl1! L.鶴じ'鍾の帖止が録。つけられていた.緒辺倒内向焼土tilt佼的少なか今た.

曾1:1四辺とも比鮫的良好に遭拝しており，東!\tが傾斜をも って立ち上る飽ははt:~垂直で深さZ山・前

後である。tI1蘭はほぼ平l!!で中央部分は比鮫的儲<.いわ帰る踏み闘的的状況がみとめられた.開

火と#えられる阿形的小ピットカ"-1<出且!F.!¥t外て包2倒検出しているが. f臨i二 カマド+由S~且ぴ銚m

1世をt属。}込んでいる時期的に析しいと#えられるピットもあるため。すべてを柱穴と考えるニと も

問題であり.その組み合せ専については不明と言わざるを得ない.邸調障はみとめられない.出 l:iI

功t:l8<製品{刀子)l.'.'i.健1.1全τ主鱒留である.

住居..出土遺鞠

1 (Y-2図} 口縁部が r( J字紙に外反する土鱒2器製でみる.n陣内外国画は績ナデが行{(hね

てお').休部外而は縦佼.内面iti斜位のカキ目が飽きれている.全体1;凹凸がみと舟らfL.舗，.
み{書き上げ)で成形Lている.胎土.焼成ともに不良である.
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V-2鴎 住居跡出土壇物

- 81ー

勺 J〆νヘ、
@、

.、
‘、¥音汽、- デA色 ，ふ

‘て"、、、 Aよ @〆"，. . " . 

4 

l()cm 
J 



9 

事。.，' 、， • 
t、 7sj
t頃 i...'"ノ'

5 

6 

、へ'
s、
A
f

。

、

，h

h

，、-
a

.
U
今、
s-

h
r
・
-

白可

勺
イ
ド
い
f

・、
of
h

戸

r，
i
n
e--

¥Jd 7 世~

)Ocm 

11 

。
8 ~... .;-:;，f~'" 

t 1.'~" :.t.~ ミ
0・'・い i

ふら ' ゎ
、'・、，

住居跡出土遺物

-82-

V-3図



2 (V-H!I) 口縁舗が'<J下核に外反する土錫Ii援である.u織内外樹I!横ナデが付なれれ

ておリ.体郎外商は縦位 (方向I手下から上に工具を劫かしている)のηキ日が施さtt，体部内倫i

1，1 様化物肉付着がみとめられ.ナテ'が行なわれている. 胎土にI~小鳴が混入L ておゆ，焼成 b 不

良である.全体に巴l凸がみとめられ純情;.(巻き上げ)で成形している.

3 (V-2図} 休部外耐tよ縦位.内面I~検f立の納治 いカキ自を倒した土凶器畿である. 白線u内

外面と L機ナデを行っておf)，，" 05c旬筏肉it線が領官事に凪h晶.船主に11')、喫が混入しておリ.

焼lll!.不良である.体邸中央で〈ぴtし下半でbずかにふ〈らむ.会体に凹凸がみとめられ令 愉

111;" (書き上げ}夜軍事が顕著でめる.

4 (V-2図) r < J的宇状に外反する口縁を4iーする土師醤"である.n融持崩11績ナデを行。て

おリ。体都外商1，1縦{立.内側1，1門織まで償位.斜位内カキ口市砲事此ている.底部外商I草木'Il艇

がみとめんれる。全体に柚側み (巻き上If)痕跡が顕箸である.離?土，焼成はやや良野である.

5 (V-3悶) r < J町字状応外ばするU織を有する土問滞緩である.内外耐とbに餅減が者るL

いがf本節外面1，1縦位向カキ円， U織節外面及f.F内面1，1ナデがIjなわれている.J台土， 使Iilともに

不良である.

6 (V-3函} 体事事外繭1こ ・111車両カキ目.内面t孟畿圏臨を除~ナヂf:行世。ている土師器である.

峰節外偏には本業疫がみと的られ.内面にはカキ自を縫している.I:tに1;1砂穂1><Jいが蝿成1，1

良好である.

7 (V-3図) 体部外砲に縦1..，的力.Hl.内耐1:1庇郁的み民情位のカキ日を織している土銅製で

める.胎土には小礁がJ<'機成も不良である.

8 (V-3図} 体部外副11縦位. 内硲I;I~， i時{すのカキ自が施き/(ている土錫援護である.底部

には本車庫衡がAとめられる.輸土に砂が混入しているが.線四Rはやや良好である.

9 (V-3図} 体部外語1:1磁位向カ今日.内面1，1ナデを行。 ている土師zu置である.車UJに I~本

黛痕がみとめられる.I古土.脆r.tともに不良である.

10 (V-3図} 体鱒外蘭は縦位.内面11，1慣位向カキ目が..きれているよ銅器提である.総体全体

に門凸がみとめられ.輸傾み(容さ上11') !I'U事が~R著である. 却tlltl1比較的良好であるが.胎主

11砂艇が混入している.

11 (V-31!i1) 内黒の土E副総綜でみる.ロクロは使用してHらず磁を作品方法と問機で.織問み

{ι慢さ上げ)で波形している.雌偲1，1-見古付訴のようでみる以 謀にみられる向盤状底郎でh')，

鼻常に/11.<' 体修司立%上リ付近に"h~自がみと拘られる.胎tには J鷺の砂が混入しておリ.

使rlι不良である.

12 (V-4図) r ( J字状に外反する口織を有する土凶器痩である.体飾外曲jli緩位向i]HIが締

され， 1.ホHfiJlび口縁部1;はナヂが行なわれている.蛤土に小嶋がi見入している.
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V-4凶 伎騎跡出土遺物

13 (V-4幽) r ( J字状ι外反する口総を帯する土師縛様である.白織は機十デが行なhれてい

る.体部外面fJ.縦{弘内面Jj純い横位向カキ日が絡されている.飴土.娩成は良好で?みる.

14 (V -4凶) ，< J字状に外反する口繰を有する土問縛裂である.口線M慣ナデが行なわれ.体

部外I陥lま縦佼.内閣は横位向カキ目が総されている.胎土.焼成ともに良併である.

15 {V-4図) 強<r < J字状に外反する口織の土師総穫である.体協外蘭は斜依.内面は僚依の
カキ目が織されている.

16 {V-4凶) 口織の外反の小さい土師器小形獲てeある.口縁は検ナデが行なわれ.体部内外面

11斜位的1]"<回が岨iきれている.

17 (V-4図) 強<'<J守:状に外反寸る口織のよヒ師器襲である.体部外面には斜4立のカキ闘が
織されている.

18 (V-4図) わずかに r< J字状に外反する口織の土師滋小形縦である.休部外商は口織か句

縦{宮町tJキ自が絡さhている.

19 (V-4図) 住居跡東~北側lで.床面に突きさきる状態で床I市上3cm浮いた倒所てー出土した鉄

製の刀ニFーである.会長11，Icm，巾 2.8cm，厚き O.&mをi則。)，緒蝕が司寄るしい.金体に僅かなソ

リがみとめられる.

113節 その他の出土温鞠 (V-5図)

1 -311C地区住賠跡外的出土であ')， 4 -LH:I!fl3次調査(8B拘45年)， !114次潟資(昭和46年)

において，A地区ょっ出土したも円である.

1 N 6 J 1グIJ.~ ドilJ土の須恵器訴である. 個転へラ~J りで lJi絢銭はない. 飴土には砂が浪人し

ていみが.焼成I!良好である.

2 NI3E 1 7'，).，ド出土問須恵器礎痢部破片である.外偏に?j"そ板痕.内尚にアテ縦伎がみと

められる.外面にIJ.~事〈自然絡がかか仇胎土{二は小喫が混入している.
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V-5!i!1 その飽町出土遺物
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(亡
言、

謀議誌
や気品F

ロ

3 N15J 7") "ド出土の非内線土書面器廊底部でみる.回転舟切'Jで再調!J!はない.ニの慢のi置物

r:!他にHi.出土しているがいずれも小片である.

4 r < J字状に外反するロ織を有する土師器自慢である.鎗械み{巻き上げ)で成形l.外面に縦方向

的カキ闘をltilている.給土には小型聾iJti.且入l.焼成は良 〈ない.

5 r < J字状伝外反するロ縁を帯するごt磁器援である.回線織には機ナヂがみとめられ休部外而は

縦.内面は償伎のカキ自が議されている.始土には小療が浪人し.焼成は不良である.

6 口織が外反し.J;!に垂直に立ち上る土凶器嫌である.内外弱ともロタロ痕跡がみとめられる.

胎土にr:'J、撲が混入しているが.幾成1:1良好である.

7 r < J字状に外反する口織を有する土師~嫌である. 体部外訴には斜f.r.内而には績伎町カキ 自

が施されている.

8 口緑が外皮し 更に愛車に立ち上る土C~器~である. 体部外商に11ロクロ痕跡がみと的らIlる

炉，内面は謄減しており鮮明でない.
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9 腕転車切リ I耳績懇のない且3内泉町土飾量主体である.体舗外1Ii1:IIU瞳が著るLぃ.

10 舛耐は薬眠状町タタキ縦...内面111.;J心問状と業眠状的71"#~艇の』うる須恵穆ll!.騎飾破片であ

る.胎土.焼成とも良好でみる.

11 6 F ~ 1) .，ド出土の小1¥i:l:tjIs様である.口縁は曲る〈外反し内外翻Iとも慣ナデが行なわれて

内面には~状炭化物が付着している. 体郎外語1:下半にヘラケズりを行勺た後全体に縦位向1I "" 

Hが喝さIl，内爾li底舗を険島.ナデが仔なわれている.ra:g件耐には網代痕がみとめら'し内
面11組〈ヘラで盆土をケズリ取今ている. 動主.焼~と ιに良婦でゐる.

111・箇鎗 ぴ

以上で述べた住居跡内出土遺物.身内他伺C地区，A地区出土iI怖について土器を中心に概観し

てみる.住居跡内出土土紛はすべて土師憾であ 1)，01ロ使倒的むのはみとめられず。はとんどが

口織が r( Jの字状に外反するかキ目的地された穫で功Q.胎ー1:..焼成ともに不良でJ， 1)，全体に

曹l健世話~1)である.その他的C地Ia.A地区出土土器も問憾なJ.師齢製が主体であるが.ロテロ使

期的土銅鐸色 随筆皐切リ的土師総杯.若干の調電車器内出 Lがあ1)，f主~lf内出土土器とhずかそ

の憾相が異なる.

ニItら肉土器何年代については出土腐位. 出土佐点も各々典~') ， 一腕には述べられないが.住

居跡出土町襲1.1秋田範跡築地峨峨土lulらも肉と形態的にも弘法的にも繍似してお 1). 9世紀後ネ
2) 守、

lfIと考えられる.又.副転品切')抑制略的ない非内黒向上附鱒li.J.関崎勝.秋闘機跡出tめjf(車

車止縛と鎖似するものでみリ 。 IJ1JU~頃と考えられる.

以上向点からC地区.A地区検出向遺物， (主蔚跡は平安時代後半と.".えるのが妥当であJらう.

1) r故闘繊路発揮調傘.・11， 昭和柑年

2) r宮城県多賀竣膝請A婿究所平暢』 昭絢46年

3) r秋悶披'*発鑑調査慨.J昭軒148'(.
4)桑原滋郎 r懸史J ーロ 7 0t~市杯について- 39号昭11144年

工務純樹.桑原滋郎 r~. 占単線U;.J ー東北地方にuける古代土2量生躍の展開- 57~聖 3号

明松47年
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温情・遺物侵lZ7"・1・γド ・覧表
N 地区 遺 情 遺 物 S 泡広 遺 繊 iA 物

グワッド名 住 ピット 調陣 縄文 土師 グリ ッド名; t且 ピット 溝 縄文 土削

N 2 J 1 ー 。s 1 J 5 。-
N2EIO 。一 。s 2 J 1 0 。 。. 
N 4 J 1 。一 ー 。s 6 J 1 0 一 。
N5J5 ー ー 。5 1 2 J 5 ー 。
N 5 J 1 。。S 1 5 J 1 0 。ー
N 6 J 1 ー 一 。S16J10 。 。。一
N 8 J 1 一。 525EI0 。 。
N12El 。ー 飛車 S25J 10 。ー
N13El 。ー 。 S26E10 。 d 。一
N 1 3 J 1 。 一 S26J10 ー 一

。
N 1 3 J :; ー 。 S 2 9 J 1 0 。 。一
N 14 E 1 ー 。 53011;10 。 ー

N 1 4 J 1 。 531J10 。 ー

N 1 5 J 1 。S 3 3 J 1 0 。 。
N 1 6 E 1 。S34JI0 。 。
N17EI 。ー 。S36JIO ー 。一
N18El 。ー 。S 4 4 J 5 ー 。一
N 19 E 1 ー ー 。S 4 5 J 1 ー ー ー 。ー
N 1 9 J 1 一

。
N20JI 。
N 2 I J I ー 。ー
N23Jl 土壌 。
N 2 4 J 1 。。
N 32 J I 。ー 。。
N 33 J 1 一 一

。
N34J5 。
N39El 。 。
N3宮J1 。 。
N 4 1 J 1 。
N42EI 。
N 4 5 J 1 一 須卓

一 宮7-



小岡地

坂ノ上遺跡



坂ノ上遺跡発掘調査報告

第 1:軍調 査の概況

第II節鍋査に至るまでの経過

秋[ß市凹ツ小島小P'll1!!字坂/上I~ ， 下犠遺跡と伺線.古くから縄文土器片.石橋， l.制l片等の散布

Lている併として地元の人を始時.考古学費好者に知られ.そLて.古くから畑仰がなされている

ため遺物町駅集地域としても知られていた. この遺跡I~，昭和給与，下堤遺跡的周辺遺跡として.

小問抱 ・鋼所野・末戸訟本的地区を1'Iili'した際に披ulしていた。

第6次下ぬ遺跡発信期資期間中，.ft!!元協力者向舗によると.股j!e.坂ノ上向畑織作の際. トラク

ターに石がひ勺かか')耕作に支隊をきたしているとの事であった.早速.現地へ行うてみると畑地

内外ι.土器片、石(小~大)等が多量に散布L.縄文時代中期末ー後期にかけての配石を伴企う遺

構の帯夜が考えら札. 焔純作による遺跡破視の危険があ~，緊急を聖書していると判断した.下堤遺

跡'IH¥6次まで町郷迭によq遺跡的範凶，分布等がほとんど纏認できたので.昭和，19'ドIIIま坂ノ上

iIt跡向調涯を実施するζとにした.

1112節第1次関査-1112次副査

第l次調査 昭和49年7月1日-8月6日

第2次調盗 昭和鈴年5月12日-31日

板ノム遺齢、何分布棋王~Ij ， 遺跡的所在する台地約75， 0∞耐を矧祁49年から 3 年計傾向予定で調~

L.北から順序にA.B， C地区に分け進める計画であったが.昭事150.<f.町第2次開査でB.CJ色

区を合せて絢悲し ー応二円発婦で下見板ノ上両遺跡的分布線迭を栴Tするごとになった.小問

地地区遺跡と宮ヲ内はこの間遺跡を総株して呼ぶものである。

第l次調査Ij，A地区毒潟0.0∞耐に対処し.前査は遺跡的範閤確認を主体に行な勺た。調査方法

は，A地区町三角高(偲高41m)を中心に下j昆遺跡向械. ~ mx 4m 町小グリッドが j(ぬ入るように

40m x40m同大グlJ.:1ドを18設定し(1-1関)，その中の23ヵ所について. 2mx 2mグリッ Fを

決めて完全に発綿1....進I怖の碗訟をff{<ぃ.特に三角点周辺Ij遺物伺散布が1-いため4mx4mの

小グリ yドを11ヵ所.発偲調J¥'L. J量情的権認と怯絡等を把t聾することにした.その結果， A地区

では畑作で'1)''-り遺物包含膚が織りかえされていたが配石遺情ゃ土割高等を信認することができと.

第2次1縄釜li前進したように5，C地区{約45.0∞111')に'，)7の大グリ y ドを設定し.分布調査を2尾

崎した.B地区は地元で古畑と呼1;1:'れe かな勺古くから畑緋作の行なわれている所で.土j邑所宥者

等の話によると大桜.長苧等を裁得しているとのことであった.発慌の結来はやI!')，ほとんどの

グリ yドで長芋による続乱で遺構1:検出でさずに終った.遺物についてもAJ世区はど最はなし台
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胞の北凶摘に桁怖が立勺た状態で出土したのが注目された.なお，B， C地区を合わせてB地区と

呼んでいる.

1-1悶 小問地紙/上遺跡A'B地区グリッ ド設定および遺続分布地形図
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第11.遺跡の立地と環境
第1節遺却の位置

Fi，t遺跡と沢ーつ隔てた1軒仰の台織が.小問J世坂ノ i遺跡である.遺跡は秋岡市から直線距離に

して東南へ約7km. 奥羽車線~qツ'J、以駅より東へl!~ 0.5畑町所に位置する.

調主住区l二CH:¥/.司41mの三JlJ.o!i.があ').古状台地を形成t..ニの潟袋駅を東西に国道13号線に通ず

る農)1'iが定勺ている. '.JiJ点を中心とす品約 1.500m'i主戦後.関根きれた婦で.一段邸〈な弓てい

る.

割~2節自然的環痩

第S節周辺遺跡

犠2節~第3節は基本的に下堤遺Ifと伺じである.下機遺跡・第H躍を事照きItたい.

- 91 -
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Mm. i雇ノ上遺跡 A地 区

. ，箇 A地区の概観

下JJIc遺跡と隊接する南側的台Jtが坂ノ上遺跡であ1).下縄遺跡B地氏{縄文時代中期末葉-)1ニ散

~j!(い所に位鑑する町がよ町AJ由民である. 北西にのぴた軒)20.αlO附町古.tI:台地で. 見輔らしが11'

曹によしはほ中央部に開高41m町τ角点が訟置されている.
このAJt区11穫後.開墜された薦で遺構そのもの昨破噂IH.ttfll過んではいをい.遺書事時性絡を

.~.的るた的発銀調棄した三角点周辺約1.筑)()ofJl-段高〈盛'U.。ている. 調査はあ〈 ま でも.

遺飾町骨A1i.健闘確ltが主体で全体的濁去IHiな今τいないが.縄文時代中期車薬会・e，後期初誠に
かけての時期で， &~を伴ない. f1;Jil跡.土繍群専が発見事h. 1~にiA物(止器片}の且が移 し( . 

ニ的遺跡的特性を考えきせらn.る地I!:である.

.2踊 住..t出土遺鋤 ( )肉グリ γド

A旭区貼床住居樟 (IIA1 ) 

三角点的主東方向に位置し.表土よ ~30-4(園内濃さで需品t~llた貼康的住居跡で.貼販の鯨~

11約5個.床面的状態11良野でゐ今た.ニ町住騒跡1主主倒的配石遺例. t績によ qζわされτいる.

住凶勝全体的規線11箆にしτ約4・・ 5mf~~と考えら ttるがず予 ン11不明であふ柱穴も含めピット

IĴつ確認できた.濃さ28仰のピyト伺鮎床下より骨片が検出きれた.炉11未確認である.

A地区住居齢 (lIAl)

前述町鮎床住居跡下に健It~札た住居跡で0ーム蘭にi宣ら札ている. プラン11. はっき 9 しない

が比般的浅い溝が東側ιみられ.ニの住勝跡的周溝

かも知れな、、.炉』ま西側に傾斜している埋直島戸{漫

II!土器.大本10式}をbつ.

減 調査鰯l1li'".大木10，堂内崎Il!fJ'l車~耳1，)撞慢に置

い.E-g同断面白に11炉内楓リ込;，U!岨してあ

る.

A地区住居跡 (l2B1 • 7 B I )(111-3鴎)

t島崎跡前虫歯車分町』邑q込み11t'J60四でほぼ雫直で

ある.床面的技怠11極的て良併で."'10-笈回.濠

事5帽の踊構がめ ぐq.その湖構内向"に1!5置に接

して巾1仕'"'.ilIlきあ-3()eoo向指ゆ込みがある.調査

ば拘束靖l二床をIC剛前後偲')下げた副L分がん，).調E

1ニもJ.V-(J1t械していた二とから。炉怖と考えらItる.
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Rの単防車場縄文が桟勺ている.

小!l穴遁綱・ 土事t(IlA 2・IlB2・llC2) 

N.I (I1C2) 

北西方向に長い (-1<納225<m.健輔 12恥m)椅円形で.中央部ι経筑同砲の!&?込みがあっ.袋

状を呈している。ニ町小笠穴のZ，令所から骨片が出土している.
N.Z (I1C 2) 

l! 150-160酬のはほ問形の小型車穴で.ピット的部分が張市出している.深さは4(Jcm前後で.骨

片が出土している.

N.3 (l1C2) 

会前調査はしていない.恥2-1、箆穴町北側に位置し，不里置形のよ うであるが全体的に漂い遺構で

ある，

No4 (l1B2) 

Ill.rt膏同形 {リンゴ町瞬間形.長柚 1αlcm.短輸(75<渇}で最も深い部分に右がある.

N.5 (lIB2) 

不事長形 (量輸 路島".短輸 100cm)て'西側の漆さ48閣の所から石と土器片が出土している.

恥 6(1162) 

不!II'形で深さ4()o則前後である.

恥7(l1A2) 

同形 {径 l初Cm)でピッ ト内部分が妓O出している.浅い鍋底状的小笠穴で.骨片が出土Lてい

る.11<> 2町小笠穴と類似している.

Nol -No 7 ，j、竪穴遺構内調土についてIj判別できる層序はなし配:G面から底部まで暗偽色土で.

焼土，炭化物，土器片，ロームf足。でおを含むものである.

土拡 (l1A2)

グリ ッドの北i肌ある舗でが しか触はしていないれ口径 24Ocm.附加m.間 ω
畑町袋状を呈するものである.

土鉱欝 (11A lO)(m-5図)

表土よ?.f'fl()om緩撮り下げた黒色土月画面的特に東側に多量町聴による配布が認められ，また土器

も多量に出土している.選I織はこの黒色土層をさらに据り下げたローム而に3基組確認されてお1)• 

1 :基は配石を取?除いて碕認さ札束磁2Z(ICmをiJIIJ? 深さ釣 18恥・の円形をj!するものである.

配石1:本ピ ジトのよ郎に向を縞〈形であったが.この商でずランI!隙認できず，断面においてもl1i

り込み内層は不明だ勺たために本ピットとの附係はわからない.ピット内には，働色土.賞白色砂

A凪礎が地積してお9底部liローム絹をMI)jbみ.砂型軽層まで達している. 1基はこのピ yト町北

西方向に位11L..北箆にかかって金面絢恋はできなかのたが確認できな範闘で径約 12恥m.底径約
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ω低15批・を測る袋状ピッ+

ト内穆土Ji縄色土町ポ

トが検出きれと.ピッ

ソポゾLた土で. JIl 

的土器が出土しτいる.

また上詑した遭嶋町市

同部1:隔慢して。もう

l越の袋状ピットが検

出された.前進的2'"
のピットよq浅いもの

である.径 1200.，I!i 

径 13C闘を測ry，糠き

は象守7訟"である.明l土

Ji結伎のある黒崎色土

で，底部内壁~hや蛍

に勉9ついたttoで$
大内需や土穆片が出t

した.そ伺他的ピット

についてはど向tうな

性絡をもつものかJ1不

鍵"であ ~， また. 畠

ピットの嶋悟Jj不明で

ある.ζt1.らのピット m-5函

t •• s 

坂ノ土遺跡A地区土場群

は深き5-3C剛健のもので， 円形あるいは州問形を昆し 東側J~概隠さ九た袋状ピットよ 9 切られ

ているものも品る.ニれらのピ yト中ょ q漬物は出土してない.

出 土 遺 '島
士舘 (m-6 -1I~)

坂ノ上遣時A地区出土町遭物Ji縄文時代中周到巨薬から後期前t!Q)旬闘のものが殆んどであり.遭鋤

的量も非常に，.い.

第u置土総(lU-8闘 1-4 ) 
地主に縄文があ t)， その上に太い沈織で弧状.渦畢文(1. 4 )など曲面きれたもの. 3のように陥

告で文織を構成するものがゐる.ニの仲間1:12 のように口融部あるいは頼信に祭文僚が，，~，腕.

に少Lふ〈らみ町ある嘗彰をなすものが'“・
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lI'Z紙土僻(1U-8倒5)

日続編に#統的事E争/)'I>1).それに純1J1Q)鈷付けと.沈績によ今て憎It事れる文織がぬされた

ものである.1町沈線rtニ肉仲間に近い.器形rj深鉢で.四つ同弁状把乎がつ〈ものである.

2自3MtU(0I-8図6-16. 6弱1) 

口帽部に無玄僚があ'J.細部内文硲r:/I')lt1l縄文と.網Z電文が雄事抗たも的で1>る.~旨f宵縄文的方
法u沈憾で区画面LたI>とに施立されるb町と.最初に縄文が施文書れず.tt織で区画された憾に縄
文の飽きttたも町とがある. また区嗣がlt憾だけのもの(11)と.少しIR:がついたり.峰f官をなすも
のとがある.口被は外反するbのが'T<.2-4つの抱乎がつ〈のが多い.x犯乎丹下ね円形に区
画書九 網実のあるもの.10のように穴が品けら丸てそ町周闘を剥突するも向. 0I-6~1 のよう

に鰻文衛両院分に剥突きれるも町などがめる.

!114矧止綜 (111四 8関17-22)

文繍情F血r:第3頬と向織であるが.地文に縄文がな<.区画された中に灘賊紙文と刺突文が絡さ
れたb何である.業'量級文的i:t線/)'19のように直線をなすものもある.又22のように小形的土審ι
ある.

摘5Ul土持 (10-9図 1-4 ) 

特徴的な文僚として，大形でl:i\ < .さ tlf~刺突文{工具を少し斜にして制 Lこむ}が穂署札てい

るものである.頚醤に沈織で長方形に区輔され. その中に縄文が施さtlτいるbの(1 )で...111上
司鮮民網実文がE監されるものであろう.21:口緑節感片で)， 3. 4とはii勺た刺祭文が鋤害れて
いる.

第611(上総 (01-9図5-16. 10図9.10) 

いb晦るmM縄文町土"である.区画r:tt織と陵情でおζなわれているもので.第3J置と近似す
るが.刺突のないとニろが典なる.骨量形は顕郁で少L<ぴれ.劇部が妓るも町で一部キャ リパー状
の〈ずれた形(ld.11)のもの主どがあ晶.ロ織は平織か.山形状をなし その蘭商事内側''::.IJ、突出舗
をつn幽されるのも拘置量的である.区画問中には縄文が嶋書札る町が一般的だが.中にlt調設を
なすも向bゐる{lJ1.11. 12に1:ススが付婚している.

第7J1j:l:綜 (111-6悶2-3) 

口緑8~1~無文衛がな<. 0鯵から縄文が地宰n.a野消された偲分はS字企績にしたようになって
いる.ロ縁に襟い構が.~.それを捜ò鶴'"把手が4 錨付(. 2 r主把手と把平時間に小さい突起が
あ~.そ町下に穴があけられ.一晃Sの字状に見え る . 3町把手にr:1刺突xが纏されている.
第 8矧 .~.縛 ( 01-9 悶17， 18) 

口織ø~に祭文帯があり. 瀕舗に粕1己続を貼付けた騒*が定~.胸部1;)縄文且ぴi:t;継が梅幸ilてい

るも何である.ロ緑の揖oに特徴がある.17向捌郡司文繍'ji:t織で三歯車Sに区優き仇るようである.
第9l置土器(0I-101ilI1-3) 

-96-



JベJJ
':.' '1": _t 
' 一-

4.... ''''~:ザ」人
‘:.，....，.:てでijsヤ税制 、.:~... よ

<:、
ミi'~~:
均

働
6 ，1)00 

液ノよit跡A地区出土遺物

-97-

一
。

m-6図



いわ申る+Il内l式土援の仲側である.遺影土器町民館内積片で.色調は賀褐色.褐色をなす土

器である.

11110鎖土僻(町一10悶4-8) 

U融榔に無文帯があり.fA郁から胸部にかけて幾何学的な文"が砲されているものである.口融

仰が2-4つの山形口織をなし.そ町下に6，8のように畠肉字繊同文織が沈織で施きれるのが特

徴的である.

第IlJ置土審 (m-lolfllll-15.6図4)

'"行tt線によって幾何学的な文織が摘されているもので" i:t観的中に縄文が施されている(15).
区画書札た中に擁されるもの(3)などがある.121t祖製土器と考えられ. m-6図4と1司ヒ仲間で

あろう.

ゑタ-寺i50、iP仰Jhjぜi • 

ミr-kf
3 6 

。 ，<><-
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lII 12頬土器 {回一IO~16 ・ 17)

h童文に条痕文が施きれ.そ向上に太い沈畿てー幾何学的な文怖が植されているι珂である.16， 17 

11いずれも腕節上牛肉破片である.

ml3矧土器 (111ー10図18-20，11凶 1，2) 

山形口織をなし，そニに太い沈鍬で鈎形的文梯炉紬きれる も町(18，9)， X・底解から随併がIf!下

書 11.そのよに刺突文が施署仇るもの (ll~1. 2)などがゐる.

第14窓土器 (m-6~4 ， 7鴎 3)

口絵俸はゆるやかな篠状口織をなし鎖郎で逆r( J同学に内砲し.目録で外反する.-司郎分I!

陵情で四つに区画され.その中11M丈で品る.調書1"1.上半が大形抑制実文 (!Il5績と問機な}が摘

さ代。下半に11斜縄文が砲事Ilているι何で;hる.6図611臼絡的突起のある下町胴舗に阿鎌な馴l

突文が縦に4列勉さねてお')， 1II!Ii無文である.

S臨時期土緯 (lU-l0開21，22) 

2m 目縁部破片で~守リパーをなす.沈線に よ って柿干白文が加害れている.

第16顕土器 {回一11悶3-20， 24) 

回線舗に祭文信が'"'J捌飾には縄文(13， 14， 15)，聖書晶文(3，;， 6， 7， 8，18. 19)，網目

文(16，17)， lt線(20)，情絡文(10図22)などが範幸九たいわ吻る粗製土嘗でみるe

11117煩土総 (IU-II図21-22)

口綾部に骨文帯があリ太い沈綿で究機が砲さ11.， 全体的tζ閃彫的世感じめする土採である.文憾
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IA底1110頬土器と限るものであろう.

院18頬土器 (m-IJ図23.24) 

口線鶴から麟郁まで調，常に細かい縄文が施き札たものである.弔問織を~. し胸部が世l.. ~踊る器H~

をなすものと忠われる.

lfS 19剣 (111-11悶26.27) 

18頬向繊細かい縄文(26).燃晶文(27)が聴きtL.沈線伝よって区画書札て栴消されているおと.

沈栂だけの'Z1がある..文IU1舗と似ている.

栴20鏑土髭 {回一llUl28)

前期のまま量でロ織に円形竹管文が組事It.嗣郎1:1斜縄文が織されている.

鹿嶋 (111-7菌1.2. 4-7) 

庇悔は 1.2のよ ヲにスト νートに立上るι司と. 4. 5. 7 のように低い古を付けたよフに~
L上で〈ぴ此るもの.6円よう に向台町つ〈 ιのなどがある.
組ノ上遺跡A婚区出土石信 ・石・晶・ 土魁晶

石鍋

右:a(間一12図1-17) 

有革の4玉置院が若干多い.ほとんど石質は硬貨頁岩である.

石舗 (m-12図18-20)

右儀 (111ー13図1-9) 

縦形町石匙て..ti奇貨頁告である.

揖栂 (111-13図10-12)

エンドス7レイパーと岬ば札るι何で片覇。・ら加工している.
石ベラ (m-I3!iiJ13-17)

司臣賞頁告で.両面加工をして刃榔をつ〈ゥτいる.

石鍋 (10-14閃8)

A地区出土は LItのみで.河l耳石を素材と L.一治をjjちかいてある.

凹石 (111-13凶19-23.111-14悶1-7)

両側に〈 ばみをもつも肉片16iだけ町ものがある. 1. 31jjlJ;むでやわらかい.4 l;I.inJlしている

が.企画に〈ぼみをもっ.

・・石斧 {回一13図18.剖-26)

石賀u片岩.梶岩.安山岩で.おは普語に擦痕{)<署l..<娘。τいる.
石血 (ID-14図10-12)

3点、ともk損している.1211脚をもっ石畳で石質はいずれも祇灰智である.

右組晶

- 1筋 一
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有孔石.晶 {皿ー13~9 )

-o欠彼Lている石製品で中央に穴が両面から!l'れている.石JtI:1枇灰省である.
.保温鈎 (1U-13凶13)

自己右前て・出土したi書物で.初1瓜おを"1mしたものと君、われ.ニつ伺穴が貫通している.附i量iよ不
I~Iであ晶が. ~宮町ように吹いてみると非常伝良い脊を出して鳴る. 抗質Ij縫慣Ir..岩で.ilきはま70

gである.

土観晶

土.(IU-IS団1)
仮設内土備で.頭重乱両院郡.下手分11欠損している.正面と背面に刺突文が輔さIt..首舗にア

スヲアルトが付着していo.ニ11.1:-11:とれた頭部を綾粛したも町であろう.1L部はな〈な勺てい
るが，その痕勝がillめられる.iIIi胸部に貫通の穴がat的られる.

土偶 (111-15凶2)

A地区住居跡 (1261.7 B 1 )内から出土したもので.松状1:.偶である.頭部.両駒郡.下半

分が欠IJl.Lてお?乳oは積.，てa向憶は次第に飽〈なるスマートな土備である.
土偶 {町一15包5)

紙状的小形的土偶で正面.智面に確線的に区極された胴突文を純二L.住穏と思hれる盛9上q

t中央節に貼Oつけ中に刺突が島る.上半分11欠!J!のため不明である.

主体土・...(1U-15聞4)

欠傾しているため3耐よリ碕Uで喜ないが.おそら<5耐をもっ三角体的主製品と思われる.制

突が古車文書札，互いに反対側から穴がニつ事たれている.

三角形土鰻晶 (1U-15図6-10) 

坂ノ上選跨で11三角鯵土製品IH点出土している.大きさは3圃 -5恒前後円ιので'.6IJHIi
竹管技師工具で正面.側面に創的方向からの剥突があ? 三角筋肉下町頂点に貫通する穴が一つあ

る.骨偏t孟〈ぼんで色調は褐色で"る.711一辺4佃.他的ニ辺5個で正面中央部会4磁り.l;.'1 .突

出し.竹管状的工具による刺突が鯛蘭と中央にー列施され.三角形的轟頂点ι他的利害担よ')1曜、、刺

突がある。 背蘭は 〈ぼんで色測は貨灰色である.811晶illが務千.内向するもので正面i.IRlieiに竹

管4止め工具による剃突があ ').V字状に慢。上りがみられる.;:.角形的下町問点に斜めに他よリ大

畠い"1突が峰きれている.脅創はやや〈ばんで色綱は賞灰色でみる.911正面.側面に竹管統的工

具ιよる剰突がlI'iさtし腎緬腸辺にも側突がある. 8 l:閉じように正面にV技師盛9上ゆがみられ

三角形的轟頂点に斜的から飽よゆ大島い刺突がなされている.情IliU平らで色調11貧灰色である.

101:骨頂点が欠織している.正面に7と向ιように突出する盛"上qがあqハート影に竹管状的工
Aによる刺突が施されている.ffiluli <はんで色調u賀灰色でゐ晶.
滑車形茸飾 (凹ー15図11)

一 剛 一



望室採資科である.一部欠fllし両前Iに沈線ιよる渦巻文が総されている.色部r:t縄色である.

その他の土製品 (01-15図3)

:tl掲の関郎とも巧えられるが。大部分が欠ti!Lているため可明である。うけ員部に島方向から竹管

4史的工具で穴を採った艇がみられる.

MS節結 び

坂ノ土遺野町土器については第W指摘 4舗で触れてある何で.ニζでは遺械を中心に簡単に述べ

てみたい.古池全体23'"所のグリ ッドを調益した結果.記石商I主義土から約40師同様きで確UきJt.

その分布は三角曜を脅む古地内i世街地がその主なぬ聞と考えられる.Ile石遭aおよび配右下i盤情的
時期1!縄文時代中期来型聴から後期前灘にかけての時期である.出1-恥7まで権出したd、竪穴から

I~焼.:1:.. 炭化物， 骨片寄が出土している.は勺 品。した性情. 広が') については今後的調旋によら

ねばならないが，型車線総絵として円可健佐も考えられる.01-2図のように配布そのものに規則性

はみられない.すなわち.配石下町住居跡， 土撹.小竪穴遺織との各々の関連は把鍵できないが.

遺憾全体と配石の関連を宥えるのが妥当かも知れない.住居跡として磁器されたのは3軒であるが.

特に.凶 1. 7B1グリ ッド内向住居跡は火提を受けた住居のようで.÷搬の触をしただけ

であるが.豊宮際に炭化材が検出宰れている点などから.今後的調査によっては家息偽造的解明じ役

立つも円と思われる.配石を伴なうグリッ ド内に住居跡と思われるEtピット等がみられる所が3

カ所あった.そ九に11AI07リッド向に確認された犬小町土横鮮は袋枚ピット，ヲラスコ状ピッ ト

に分けることができ.この土嫌群はまだ広がる可能性がある.

このjJt跡Iま全体に土頃を唐使的に分けることが闘般で.緋作土.'ff綿色土 (遺物包含婿}に大別

され.i監物(土緯片}の量が非常に多<.下堤遺跡的6次にわたる調査の遺物に匹敵するほどの量で

あった.これは遺跡的性格を知る上で注意きれなければならない.特に遭紛のゆに土器片を利用し

た.内板状の土舵品{図版35-.17)がかなり出土している.遭跡的北側に鰐接する下堤遺跡B治区と

の関連が時期的に場所的に強<.r居住町動きJ などが考えられる.

llC2グリ yド.N.2小蜂穴遭機出土炭化物

C..年代

湖定値 : 4370さ260B. P 

測定番号:O.k-5370 

測定者 水越郊~

一期一



IIIV. 坂ノ よ itl車B地区

Ml節目地区の笥観

B地区は.A地区町南側に位置し.最初C地区と呼んだ所も含めている地区で. A地区に最も近

い所!t普からの古い畑地でその愈昧で11.A地区よリ遺情的岐峨状況はひどい所である。やは'). 

A地区問機. 古地西端からの見晴らしは良好で. 権高I~下助遺跡，板ノ土A地区とほぼ閉じである.

ただ最も南端に位置する台地(C地区}は平組な場所I~少なく， 雑tt.竹やぷで蘭方向に傾斜してい

る地区で.遺構，遺物はほとんど無かった所でもある。B絶区何時期は縄文時代前期後議が主体め

ようで.晩期的漬物もみられ.ニめ坂ノ土台地における土地利用または居住変遷のあり方等も課題

として示されている地区で晶る.

M216 遺織と出土遺物

i!婦について

前進したようにB地区は畑作物による長年の刊聖書tのため.今回，分布調去した娘。では.ほとん

どのグリ γF内で遺嫌破纏がlIllめらtし 良好な状態ではないことがわかった.が6AIO.7FIOグ

" .'1 ~.内に 10備態度内ピットが検出され. 13A 7グリ ッド内には土4慣らしき遺檎も認拘られている.

層{立は全体的に第IJ官製色土{純作丈).第2層階褐色土(粘性あり，遺物包含磨).第3届ロームに

分かれる.特に.北西織の5F8 グリッド内で組表から約22cm円~きで. 石障が立。 たままの状態

で発見された.他に遺婦は認められず，ニの石神向調。に四つのピットがあ ').石神との関連が縫

示された.

B地区の般市繍伺区域11金〈遺織は認められず.鎌倉・に遺物が出土Lた強度で.これはニ的地蟻

の地形的な理由によるものであろう.

出土 渇蜘

土鍵 (fOIーH書1-34) 

B地区から出土した造物は縄文時代jjllJ閉め土器が主体をなし.晩期のものが少しあふ

揮l頬北部 (foI-1図1-11) 

口縁部及び腕節に縦続文のある土君主である.飴土に線維を多〈含む.銭形Iま深鉢か円筒形をなす

ものと思われる.10のようにロ綾部に斜縄文の文機僚が晶 り.その下痢鶴に間隔のある綾絡文が渇

されているものである.土総何色調聞はH!:灰色のものが多<. /110.鋤色をなすものもあ~.焼成は普通.

捕2頼土器 (foI-1図12-14.26) 

口総邸に太い沈鍬が4，ド.ロ縁と平行に施され.胎土には少し線維を少し宮むものである.26も

問ー個体と考えられる。山形の突起があって.その頂部から口綾部まで鮪土縫を貼9つけ.その上

に曜日l突がある.腕部には綬絡文が飽きれている.色調は黒鍋色を~L ， 焼成I~良好.
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司13捌土穆 (lV-I filI15-19) 

縄文を主体とするものである.胎土じr;t鰻維を含み(18t;l合まず1.15. 16t!回線g~まで縄文が施

~ It. j民体はLRの単節縄文が*，、 18r;l底部町径に比較して.口鰍径が広〈なる鉢形を毘すも的

と.l¥'.われる.色調11崎純色で.娩!k.普泌.

!tl4頼土器 (lV-1rmo句 23)
羽状縄文の縫された土訟である.腕部だけの破片である.胎土に峨植を含む.20. 2111錆寵した

啄体を陽転Lて羽技縄文を‘している.22.23ULR-RL両編に制転しτ羽技蝿文をつ〈うてい
O. 23伺上向鵬はL{~!i と息hllò・色調11輔色で. 焼成普通・
甑5鋼土器 (lV-l1i!124. 25) 

文鎌は奨なるが自巨体が絡晶体でhることでこの仲間と した.胎土に雌純を含む.241;t多輔の絡'"

で，平線状をなL.25は単舗で.いわ申る本田技燃糸文で，I嵐悼1;1Rである.色調r;l241H品色.25

は附版色で焼成普通.

1l!6頬土器 (lV-!悶宮7.28) 

円縁i二平行に太い鮪土紙を貼付け.そ向上に剥突が植さ札 制館r.:はS宇状連鎖沈文が碕されて

いる.蛤土に槌事量を少し含む.口敏は大Ht援技口訟をなし外反する.色調r;l晴海色で.焼Ill;l良

好である.

<117鰍tt.f(lVー 1図29-32)

一A翰
d
A調
d

…A
.0舎が
3r-
u

緑

L

AW
E
-
w
o

m
A
鎚

G
A鎚
4
0

「
¥

U
A側W
2
0

畠
錨

70
a
z♂

す
め
O
A
筋
肉

c
a

土

・

胎

文

れ

か

式

土

過

・

形

さ

鏑

繍

胎

雄

官

る

山

地

に

吹

ム

織

が

上

る

で

成

で

迫

文

肉

申

締

続

的

ぴ

縄

そ

h

t

も

u
m
ι

に

い

た

で

た

位

文

ら

・

け

色

れ

世情
抽
喝

容

で

付

鋤

き

が

は

'

町

鮎

柳

川

}

柵

制

J

m

M

)

出

制

御

線

沈

る

付

れ

お

土

色

l

文

に

い

飴

さ

鼠

枯

・
一

て

行

て

を

峰

I

h

M

M

城

跡

・

ド

討

対

抗

に

縁

結

枯

韓
関
る

{

無

音

土

文

口

に

に

竹

島

頬

は

を

傾

管

で

瓦

上

鎗

で

S

I
織

9

竹

管

支

円

串

審

錦

地

樹

摘

竹

が

そ

〈

土

縄文晩期的土穏である.法tI::t1量的環節から底

。
石舗 (lV由 2図 !-11) lV-2f.:l1 桜ノ土壇跡B地区出土石器

11にかけての土器片で..婦にシF状文がlIiされ .

τいる.

.ノ上過鶴B地区出土石N.土鑓晶

石" 。
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ごち品色A

UBJ 
~，，~ ~ O 

F¥， 



1 (1加}

2 (I(除}

。」JfJ〈コ
1V-4図 板ノ上ilt飾B地区出土石器

無ðiのも町が~ぃ.石質1:1硬質貰務である.

石錘 (1V-2rii1I2-14)

硬貨頁岩.

石匙 (IV-:l凶1-8) 

縦形のものが多い.石賀は硬貨頁岩である.

a鵠 (1V-3図9-10)

S(I加 3

8(3加》

1
 
1
 
1
 

C二二) 13 

1V-5図 板ノ上海跡B地区出土土偶
(袋線}エンドスクレイバーと呼ばれるもので.片I師から加工

している.硬質頁岩.

石ベラ (1V-3凶11-14)

硬質買宕.

石.(1V-3図18-30.IV-4図1-11)
坂ノ上遺跡では最も多〈出土している石器で.河原石を2農村にL.柄織を打ちかいてある.81:1 
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W-7図坂ノ上遺

跡B地区出土石持

5F8グリ ッド内遺摘図坂ノよ遺跡B地区，N-6図

白石としても使用されている.

凶石 (W-4悶12)

前面lニくぼみをもつが、片衝のくぼみは浅いものである.

調停月形右器 (N-4 f'ilI13) 

いわゆる半月形町石苦手で輯l織は磨ってあq沼郡はV字状になゥ

ている.青竜刀形石穏に顛似したお絡で石質Iま縫灰岩である.

土優品

石陣原石想定悶1V-8図土偶 (IV-5図)

血-15函5の土偶と同表採の土偶である.板挟の小形土鍋で.

形態で正面に往穏と思、われる盛りよりがあ'J.その腐りに渦巻状に剃突を施している.背耐に も刺

突があリ.胴上部I!次第に広がるよフだがうに績のため不明であるe
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113111石俸 についτ

前進したように.ζ町石持IjB地区5F'8グリッド内から姥比され心も町で.北西方向にゆるや

かに傾斜している古池町西鋪伺である.石神11地表から僅かにが立公・の採さで出土したた的発』同時.

州仰に事少.スヨッブ等による I~Iーがあるが完全な形のものである.

お1・1:土庄等によ')函へ73・傾斜して出土した(本来1;1:1{直.立勺ていたと考えられる)形状は単
踊1".頭頂節から4ト<;3.5<・的場で1量，ul'l"を!.t，.頭頂部1，1.'1'らでλい凹81がある.下舗にな晶にし

たカ句、京(.長さは治・.厳k僅105<-. Jt t<9. BI<4を割る.(1'1 7鴎)石質は淀銃器【石英也偏婚)

でhる.ニの石縛1;1釣lな・坦今た~1!1で様認さ』し石俸のま h~に肉つ町ピッ トを検出Lた飽li遭

HlIHI認されなかった.(1'1-8凶}石t・d.ら北西方向1m向位置に鵬製右芹I留と買告の砕片が少
量出土(5cm-I()cm浮いた状態}している.

ニm石掃は.不.íE五角形または六角形をli!する陀状節理gの流絞殺を~IJJ II して作られてお 呼五(プ、)

つの角glili.面取りを行ない.丸〈府勺て作今ている.(1V-8図)捌勺ていない部分{平らな都分)

11褐色町貴択のある自然i面が蛾書九ている.

!(蚊管内原産地としては.伏倒県両辺Iß河辺町三内に両時議する筑紫.~が.1tえらJtò. 筑黛厳は遺

跡から債短距寝{岩見川沿い}にしτ的位』で品9.億に遭路付近に淀叙也{桂主主節理}の避する禍箭
はない.この;;;:索蕊11様ut391.，で山全体が縫紋岩で影底き11..凶紛定天黙記念物となっている.

二町側内特徴1:1伎を摘み量ねたような摘臥柱状節理を示L.そ的恥顕著な場所It付臨時1:

Itている.

以下この石持に対する巧烈を迩べ晶と，

イ 全面的な発鋸調査では4・い恨みは残るが炉，悶笠等がみら札ず.住居跡内 (飽遺跡でみられる

石怖に関連すると忠hれるお檀や糧寝.伏!l等の遺情.iI物はない}に存在した石悼とは#え雌

‘、.
ロ むしみ.石俸を被う繍遣の施股がh')(石修11温められている)...独の11訟で.属。的関つの

ピットはそのための位穴と与えられる.

ハ ニ向iI織のある場所11企〈白地内突稽古車である.(住居跡齢的1，.)1iliニ町分布調査では明械に

できなかった}

ユ 石悼は.建物{施政)町中央には位置していない.(1V-6図}ζれは何らかの.石情に対する111

仰儀式等の行ぬのためのスペースであるかも知れない.

ホ 石悼そのものは.形状等からして.今まで男恨全量憶し.詮盤機"の向車拘とされてきた {拠

o.!.hるようだが}が.以上のような点からも.そ内可能性が強いと解岐していいと考える.
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!P;4箇錆 び

板/上遭跡A地区.B地区から出土した遺物を簡単に紹介したが.A地区からは中期末から後期

初めにかけての土穂が.B地区からは縄文時代前期の土器が発見さ仇ている.調室11分布調査を目

的としたために.遺稿からま とまって出土したものではな<.また層鋭的にも繕認したものでもな

い.したがって錨年的な帯祭には情報不足である.しかしAt車区出土町;f物的時期はf*m県に於い

て不明隙な時期である何で.二こでは情報不足を泳知で若干町考療を試みたい.

A地区

A地区から出土Lた土器はそのほとんどが中期末かち後期初めのものであるよとlま得三記述した

とお呼である.これらの土器訴から特徴的，主体をなすものと して大き<4併に抱蝿することが可

飽であろう.

坂ノよAU宇土総としては第6領土器に代表される土器群である.隣消縄文が主体をなし.器形

I~平目線か. 技状回線をなして外反 L. 腕識が少し〈ぴれた深陣形をなすも町，ロ織がキャリパー

状をなすも的とがある.

板ノ上All務土穏としては第3矧土務に代表される土持静である.o量消縄文と.剰突文が主体を
世L.器形は口縁に2-4つの把手がついて外反L.腰部から底部にかけて怠に綿〈なるものであ

ろう.第4類士号事もこの仲間としてよいものであみう.

寂ノよAIIl鮮土器としては第7領土絡に代袈きれる土器群である.これには口形.ロ織などの特

徴から第8頬土保，第14顕土舘ζの仲間としてよいであろう.ロ縁部に構文帯がな(.縄文と謄i官

縄文 (5字を績にしたような磨消し)が主体をなし器影は口縁じ漂い溝が込町.それを渡る橋状

把千が4伺付事零上に立上り.口綾部が}番広<.底部に行〈にしたがって挟ま?.腰部から底穏

にかけては筒形に近い形となるも円である.

坂ノ上ArI群土器は第1似買土器に代表され土縛鮮である.ロ縁部に無文干告があ 1).鎖線から銅線

にかけて幾何学的な文様が施きれるも町で.器形は平回線をなし深体を墨すものが多い.

以上町四つ的土器E撃は型式と Lて把縫することが可縫のよう~思えるが. このような土俗鮮が.

当地域に於ぃτ発見さ此た例が少ないので.資料的2昔加をまって改めて叡式についてまとめたいと

考えている.

これらの土器鮮を他J世方舟型式に比定すると次のようになるものと考える.

坂ノ上Al君事土絡は犬木10式土緑町古い時期.

坂ノ上All鮮土絡は大本10式土器内新らしい時期.

坂ノ上A IIl群土骨量li門別式的時舟~)
2) 

坂ノ上ArI斡土器は西ノ浜貝塚第3届出土の土器.

これら町土鰭群前ニ詳の土器11中期末町もので.後町二鮮の土器量は後期初磁のものである.坂ノ

上AIIl群町仲間!とした1l'l14類的大きな刺突のある土器は新潟県内三十稲崎式にある刺突文と非常に
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3) 
よ〈似ている.こttら.lt陵町土"と的関連.Jl..第9頚とした十腸内I式土器が.どの土器鮮に伴

なうものでゐるのか.~~J( 的問.が破。ている.

6Jt区

日崎区11I土の土器は自iI.i車したとおq前期的土器が主体をなす.ζ札らの:Uiを所潟大木武土紛向

型式に対比すると第1頬土緑1:1大木2a 式~. 第H耳.第 6 鍋土骨骨1:1犬木 2 b式に.第H直土器は

大本6式土器になるであろう.他町3.4. 5頬土器は大木2a. 2 b式蛾にhる縄文且び羽訣縄

文土器である.

ζ町時期的遺跡としては検問市町兇毎貝塚が品る.

1 ) 吉国義昭 『門前貝塚J 1制面。

2) j量.，勝彦 「商ノi晶民事匝緊急発楓測量E概報J 1967 

3) 中村孝三郎「先史時代と長岡町i量跡』

.鶴の文機 (JV-9図}

下堤遭跨.坂/上遺跡.A. 6地区から発見された土器町底郎には網代など的文様のあるものが

ある.それらの主なものを紹介したい.

I 賀子状拘置E魯痘司あるι向，(1‘5.7)経のitt鎗の畢が聞隔が進。ていて.億円材的<< 
qが二本町村で線。合h喜代ているbのである， 1 -51;1下縄遺骨臥 711坂ノ上遺跡A地区出土

で品る.

2 r二本鎧え.ーヨド滑り.-4'過')Jに編まれたも伺(8.9. 13. 20)，8， 9.13は坂ノ上遺跡A

地区.201;16地区出土.

3 r二本題え，二本滑り， 一本過 ~Jに編まれたも町(11)， 坂ノ上遺跡A鳩区出土.

4 r三本趨え.三本滑り.ーヨド滋り」に編まれたもの(10).桜ノ上lI"A地区出土.

5 三百編みのもので r一本舗i.. ー平織~. 一本送 ~ J の繍みでで畠た ι的に.さらにー本送叩

で吏究したとこ..，を廻漕して伸。たも円(12).坂/上遺跨A埠仮出土.

6 -t円値14のように送。同本肢を三本.四本五本とtiえたもの.IS向ように資子状の編みである
が.三本絹え.二本漕qとして編んだものがある.いずれも坂ノ上海跡A地区出土.

7 他に.士的施されたも的09.21).木町葉.軍事的灘織の文織があるもの(17.18)がある， 19. 

211:1底ノ上遺跡B地区.17. 181iA地区出土である.
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下塊遺跡且ぴ坂ノよ遺跡的調査については距;14号車で報告したとおりである.ニれらの大きな遺跡

を合的て.この間ツ小屋内"t:側にある古J世には各時代にわたって，多〈の遺跡がある.それを年表

にすると次円袋めようになる.

年 望邑 文 時 代 E 勾I前 期|中 勾I後 JJlI晩
弥生時代

1t 早 期

i量 坂 下下岐 地末 来高 小下

長ErSー…… 遭跡縫 遺跡4是 長2r 5 お地遺阿跡
方 戸

戸古 遭宮
何 A量

勝 ? 地遺
遺 古書事

名 B A S A 跡古 ⑤)  跡 積 C

(桂 歓問市歓待署員会 r'l!3次下縫遺跡調道隆俊緩J 1明l'手3月}

これを見ると早期的遺勝がないだけで.縄文'斜tから.弥生時代， 古代にわたってこの古地に.

あるいは周辺に人が住み生活していたことになる.

早期の土器IH:111目糊刊にの古地から概されて最多'!'!われわれの紬で械できなかっただ

けで.今後発見さ托る可能性J~充分にある.

各遺跡はニの広い古地のそれぞれよい場所をi量定して利朗し生活している.後期f是半め遺跨だけ

が南扇町一段低い古地を利用している他はほとんど古池ょを利用している.後期的コプ什土器町時

期になると一般的に低い台地や沖積地内自然堤防などが生活的場所として事Ji目されるよ うになる.
z) 

八郎潟町南踏の砂丘地に人が{土むようになるのもよ町時期以降であり.生活する場所内変化がこ同

時期頃にあったことが考えられる.

小林述雄氏が多摩ニaータウン円遺跡調査の総畢から遺跡に穴つのパFーンのあるニとを確認し

31 
た.，その内容は次のとお9である.

hパ雪一、J

非常に広い平埠な土地に占居していτ.住居跡がたくさんかたま勺てあり，土器型式Jt三型式以
上にわたって継続していて， 定住地となっている場合.

B/ぐ?-ン

平坦郁がやや咲いが.中央広場があり.Aバターンと同線住居跡的教も多いが.土総製武Iま先fま

めものもRlめられるが.ーヨ型式阪qで完結している場合.

Cパターン

家が数軒以下で.広場はなく.遺物量はそれほど多〈ない.

Dパターン

斜面に立地L.住島勝のないもの.

-)町 一



Eパターン

A-Dから織れて秒、史的に存在する義雄，デポ.土銀製作用枯土の採帰跡.石骨量原材内保健跡.

石縫製造跡t.<ど.

F' ~ of，ーン

その他的遺物，iJ1摘などの突悼として，緒認しえないが.一晩だけ町キャンブ地とか遭.狩猟，

!*~豊町婚などを想定しうる.というものである.

このようなパターンの把併は多摩ニュ-?ウンの詳細な分布調査と総務企発砲調査町結集からお

こなわれたも町である. ニ町ような遺跡的把銭的仕方と実例I~， 笑担軽に発指調査しない遺跡でも.

分布絢査な?tl!凶夜鉱掬まあるいは遺跡的所在する地形からある組Jtの帰納を可能にした.

下礎遺跡，坂ノ上遺跡町場合は下段遺跡A，坂ノ上i量跡Aは広い平感地をもち.三~四型式内土

縫製式が認められる.中期的下塊A町時期 (犬木7b-大木8b)懸穴住騒跡が建替.増築.新築

などが何個か行なわれたと見えて.住底跡が幾蛍にも震勺ている.ニ仇I~ニグ〉時期的代表的な遺跡

的ーって・あるー丈木遺此於いても認められる場笑で，Aパターン町代表的な遺跡といえるてeあろ

う.

•• また時代1:1少し下がるが，晩則前半円熔方遺跡1:1広い蘭械をもち.土締多重量的他.土f閏.岨形土

桜品. 右It.土iii . それにヒスイ町liが~<発見されており . 玉を製作していた可位性があ?こ
• 5) 

同遺跡bAパターンと包めてよいものであろヲ.

下堤遺跡Bは畏穴住居跡があり。 広場もできる砲の而績をもつが.土鋒l¥'I式から見ると-M式で

ある内でBパターンと認めらttる.ニのi!跡的竪穴住居跡は小形化し，Jl，複しない.虫催してもこ

併ぐらいで終ってしまれ

この時期になると下提遺跡Bをはじめ.秋田市寺底遺跡，協和町最ケ森遺跡などのようにBパタ

ーンが一般的になるもの と。恩われる.板ノ J~i!跡Bなどもこt官接塑式に 巾があるがその面積や.地形

から見ると芭パターン的遺跡であろう.

このように見て〈ると.こ円台地にあるi量跡11縄文時代を過して.この地続的中心的な役割をは

たしていたと考えてよいであろう.

。住賠跡的変遷

下縄遺跡的調査が行なわれた頃から.秋副県内でf<町住居跡が発見きれ調査されてきた.それ

らは遭跡全域全調l!f.せず，保緒的立場から下段遺筋肉ょう守範廊崎認澗l!f.のみに終った所がい〈っ

かある.そのた的接務会体的詳細な検討は不可能であるが.中期的住庭的変遷t.<ど.ある緩度推測

できるまでにヨEづた.それを最後に述べて料。としたい.
6)__ •. ，..... . . _ _.7) 

JlOJ湖町時代的{主腐跡1:1秋関市柳沢11鯵;'14角市i背水肉遺跡がある.いずれも前期後半のものであ

る.仰沢遺跡的住居跡1;18軒発見さtt.一般的な形I主権問形か.隅丸長方量出をなし.長方形円形の

ものには周構があっ住穴Iま尉溝もある。炉は焼土だけ町炉である.中には長き15m.巾5m町長方
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形をなす大型的住居勝もある.
8) 9) 

中期制J薬師遺跡としては八郎潟町東北障にあるλ竜町覧刈沢貝塚遺勝.J:'J、1'1仁村不勤続遺跡が

ある.ニつの遺跡とも大形住陪跡が品々一軒発見書れている.王室刈沢貝塚のものは長方形で悶鴻は

な〈 。 柱穴IHtからはなれて内側にあ~.東側に特殊なピットがある. 炉は焼土だけである.又普

通の大きさの住居跡11円形のもの.縞丸長方形のものなどがあ1).問形のものには周織がある.不

動織の場合同大形住居跡Ij隅丸長方形に近い形ををL.柱穴11萱刈i問的場合と同級である.北端が

一部商〈な 1).その部分に特殊なt"';.0トがある.炉は郷込んだだけである.普通の大きさの住忠勝

は円形.問丸方形などがあリ周湯舟あるものもある.炉li石蹄い炉I>'_部にある.
10) 

中期中幾何遺跡lま下堤A.ー大木遺跡などがある.大きい住居跡11来発見である.間i書跡とも問

丸方形.問形.小判彩などがあ仏問形のものに周溝がある。炉11石闘い炉が一般化し.そのゆに

狸裂のあるもの.ただ焼土と型車畿のものなどがある.炉内伎鑑li中央にあるのが普通である.
11) 

中期後難の遺跡は下堤B.米ケ袋遺跡:などがある.一般に住居跡が小さ〈なり，後3m前後の，

Iq形か.椅問形をなす.局鴻Iまない。炉Ij石関い炉内外に縄援するいわゆる鰻式炉をなす.炉町{古

賀!i~によ っ た所に作られる.

以上円安還をまとめると次的涯のようになると考える.

事項 時代 前期後策 中則前紫 中期中葉 中期後業

平 隅 丸 方 軍事

街 持円形 P1 形
( '1、-JHヒ〉

形 長 1; 形

続 土 炉 (lII!床炉}
炉
石 悶 、、 炉

Z事
石闘い炉の中に担獲

石聞い炉的外に捜蜜O~式が)

1) 高慢事時 f雄岬町民内岩井立構こ調穴下曜の止符について，枇岡考古学10周年記念符鼎守 l弼4年

7月

2) 草葺神子 r秋田砂丘舟砂丘地形と遺蹄についてJ秋田考古空間 1975'1' 3月

3) 小林速雄 f多摩;.~ ータウンの先住者一一・主として縄文時代的セ トルメシ ト システムについて』

月刊文化財 19"/3年 1月

約 千蝿村教背番貝告 '-丈木遺跡'113次艶纏側海概報J 1974翼手3月

5) 縄野自久米蔵氏のヨレタションによる.岡氏が長年こ町遺跡を路従1-.~ <内遺物を掠聾 している.

そ町中にみるものてーある。尚.氏のコレクショ ン砧県立博物館に寄贈きれた.

6) 富鴎器時 '秋曲布陣沢適時尭見町住臨時」考古学ジマー+ル NQ99 1事74年9月

7) 大相久袋三ドf肱岡県史考古掴2

8) 凡竜町教育署員会 fZE洲j沢員揖荊2次機械J 1973'ド3月
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9) 上小阿仁村教育唾民告 r不動続適時限報J 1971年3月

10) 注4に詞巳

11) 協和町教育委員全n哩i和初年世掲蜘査を提砲しむ結果. ζ的時期的総括跡が7軒尭見された.

発掘闘査の組織

発t日E町議主体 秋田市教背後員会.秋白l考古学協会

絢 表 民 主語良修介， Sd!濠時，鍋書勝夫

事 加 者 瓦十嵐ヲ~QI;，岩見画章夫，船木義勝.杉世j 略。 武石牢.中』量一生. 畠山意向.

iCilJi忠彦.手塚 均。 庄内自国努.住内公平.大友f聖和.月性的俊英.本問先昭.

安問敏UR，梅川光隆， 伊織~賀子， 鈴鹿八虫干.依E革審紙メ11m'来世干， ~IJj上一.

安藤麻須子.白山貞子， I左犠まつみ.野上刻志.村岡百合子.阿部千鶴子.

小.:!i 準.斎藤 勝.佐々木侍史.菅野博仁.伊虫道彦，QfI(l';I史.佐々木畠務.

鍋谷持熱小林別干.目黒耳王子，三上礼子.長笹山とし干.尾F長谷信子.

閉口 郷。 佐硫黄智子. 近江苔幹子.石川述犬.暢餓申書平. 目黒明j.~， 谷口重光.

安田忠市.鈴次官、司(平安博物館)，大塚真弘{慣須賀市教育議員会)，県立金足農

業尚校低金持クラプ.県立北高校日本史クラブ，秋朗市立;判定社会H.?ラブ，

敬虫学問高校社会斜クラブ.慰霊女干鰻大付属中 ー向校社会将クラ7'，駄回.01羊

女子高校祉会.4クラプ
事 務 局 佐々木栄寧.小松j[央.菅原俊行.祈郷悶誠一.日野久
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宝竜崎付近の露頭 末戸松本付近の露頭

地蔵台遺跡遠景

御所野(標高35m)付近の露頭

同一一日
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